
『
東
照
宮
御
遺
訓
』
の
形
成

　
　
　
1
『
御
遺
訓
』
の
思
想
史
的
研
究
序
説
1

若
　
尾
　
政
　
希

は
じ
め
に

『東照宮御遺訓』の形成

　
東
照
宮
と
は
、
い
わ
ず
と
知
れ
た
江
戸
幕
府
初
代
将
軍
徳
川
家
康
（
天
文
一
一
〈
一
五
四
二
〉
～
元
和
二
く
一
六
一
六
V
、
神
号
東
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

大
権
現
）
を
祭
る
神
社
の
こ
と
で
あ
る
。
幕
府
が
建
立
し
た
日
光
・
久
能
山
の
両
東
照
宮
を
本
宗
と
し
て
、
全
国
各
地
に
勧
請
さ
れ
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
数
は
現
在
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
約
五
五
〇
社
に
も
及
ぶ
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
、
い
っ
た
い
東
照
宮
（
東
照
社
）
は
、
そ
れ
が
勧
請

さ
れ
た
地
域
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
さ
ら
に
ト
ー
タ
ル
と
し
て
近
世
の
政
治
秩

序
、
幕
藩
秩
序
、
権
力
、
被
支
配
者
民
衆
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
研
究
上
の
大
き
な
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
の
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
東
照
宮
の
名
を
冠
し
た
『
東
照
宮
御
遺
訓
』
と
い
う
書
物
が
あ
る
。
刊
行
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
も
の
の
、
『
国
書
総
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（
4
）

目
録
』
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
の
両
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
一
五
〇
余
り
を
数
え
、
さ
ら
に
全
国
各
地
へ
史
料
調
査
に
行

く
と
、
し
は
し
ば
両
書
に
未
掲
載
の
、
い
わ
ば
新
出
の
『
御
遺
訓
』
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
写
本
と
し
て
相
当
流
布
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
『
御
遺
訓
』
に
つ
い
て
も
、
右
と
同
様
の
問
題
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
御
遺
訓
』
と
い
う
書

物
が
近
世
の
政
治
秩
序
、
幕
藩
秩
序
、
権
力
、
被
支
配
者
民
衆
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
の
か
。
『
御
遺
訓
』
が
描
く
東

照
宮
像
（
家
康
の
イ
メ
ー
ジ
）
の
社
会
的
機
能
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
そ
れ
は
各
地
に
勧
請
さ
れ
た
東
照
宮
（
東
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

社
）
と
い
か
に
か
か
わ
る
の
か
、
さ
ら
に
は
東
照
宮
信
仰
と
『
御
遺
訓
』
と
の
関
連
は
如
何
、
等
々
。
こ
の
よ
う
に
い
く
つ
も
の
非
常
に

興
味
深
い
課
題
を
孕
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
研
究
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
『
御
遺
訓
』
が
ま
っ
た
く
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
武
家
家
訓
の
総
合
的
研
究
を
行
っ
た
近
藤
斉
氏
は
、

『
御
遺
訓
』
に
つ
い
て
「
上
は
将
軍
か
ら
下
は
平
士
に
至
る
ま
で
基
本
的
な
教
訓
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
国
訓
と
し
て
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

導
者
階
級
の
宝
典
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
徳
川
中
期
以
後
に
こ
の
傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
戦
国
期
か
ら
近
世
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

期
に
流
行
し
た
天
道
思
想
と
い
う
観
点
か
ら
、
石
毛
忠
氏
や
石
田
一
良
氏
が
『
御
遺
訓
』
に
着
目
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ヘ
ル
マ
ン
・
オ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ム
ス
氏
は
、
そ
の
著
『
徳
川
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
お
い
て
、
『
御
遺
訓
』
を
「
天
道
哲
学
を
詳
説
し
た
文
献
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
分
析

を
行
い
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
期
に
天
道
思
想
に
よ
る
支
配
秩
序
の
正
当
化
ー
「
体
制
の
神
聖
化
と
発
生
の
忘
却
化
」
1
が
な
さ
れ

た
と
主
張
し
た
。
こ
の
オ
ー
ム
ス
氏
の
議
論
は
、
『
御
遺
訓
』
の
思
想
的
特
質
か
ら
歴
史
的
な
位
置
づ
け
ま
で
に
及
ぶ
魅
力
的
な
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

あ
る
が
、
す
で
に
平
野
寿
則
氏
が
詳
細
な
批
判
的
検
討
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
少
な
か
ら
ぬ
事
実
誤
認
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
「
御
遺

訓
』
は
家
光
期
に
刊
行
さ
れ
、
作
者
は
お
そ
ら
く
林
羅
山
で
あ
り
、
幕
府
の
依
頼
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
と
、
オ
ー
ム
ス
氏
は
見
な
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
（
平
野
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
）
刊
行
さ
れ
た
事
実
は
な
く
、
そ
の
作
成
の
経
緯
も
ま
っ
た
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

と
、
す
る
な
ら
ば
、
家
光
政
権
と
『
御
遺
訓
』
と
を
、
論
証
抜
き
に
即
座
に
結
び
つ
け
て
立
論
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
第
一
に
、
『
御
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遺
訓
』
が
い
つ
誰
の
手
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
作
成
さ
れ
た
の
か
、
『
御
遺
訓
』
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
か
ら
は
じ
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
観
点
か
ら
い
っ
て
、
近
年
の
も
っ
と
も
刺
激
的
な
問
題
提
起
は
、
右
の
平
野
氏
に
よ
る
「
『
東
照
宮
御
遺
訓
』
と
『
井
上
主
計
頭

覚
書
』
に
つ
い
て
」
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
大
多
数
の
『
御
遺
訓
』
は
、
そ
の
末
尾
（
あ
る
い
は
巻
頭
）
に
「
旧
稿
の
文
理
甚
だ
鄙
偲
に

し
て
疎
謬
多
し
」
、
「
し
ば
く
稿
を
易
て
是
を
改
正
」
と
、
「
旧
稿
」
に
手
を
い
れ
て
改
訂
し
た
旨
の
一
文
を
付
し
た
、
改
訂
本
『
御
遺

訓
』
で
あ
る
。
こ
の
改
訂
者
は
、
近
藤
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
福
岡
藩
儒
貝
原
益
軒
（
寛
永
七
〈
一
六
三
〇
〉
～
正
徳
四
〈
一
七

一
四
〉
）
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
根
拠
と
し
て
近
藤
氏
は
三
点
指
摘
し
て
い
る
。
①
こ
の
一
文
に
は
署
名
や
年
月
日
の
記
載
が
な

い
も
の
が
多
い
が
、
久
能
山
東
照
宮
所
蔵
の
『
御
遺
訓
』
の
末
尾
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
マ
こ

　
　
此
篇
及
附
録
共
二
冊
　
筑
前
儒
士
貝
原
柔
斎
在
二
江
府
一
得
レ
之
潤
色
而
践
篤
（
焉
）

　
　
天
和
二
年
六
月
日

と
、
貝
原
益
軒
が
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
六
月
に
改
訂
し
た
と
し
て
い
る
こ
と
。
②
益
軒
の
甥
貝
原
好
古
編
の
『
益
軒
年
譜
』
の
「
天

和
元
年
」
の
項
に
、
「
改
二
正
東
照
宮
遺
訓
一
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
元
年
　
　
二
年
と
一
年
の
ズ
レ
は
あ
る
も
の
の
、
益
軒
周
辺
で

『
御
遺
訓
』
改
訂
は
周
知
の
こ
と
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
。
③
先
に
も
挙
げ
た
改
訂
し
た
旨
を
記
し
た
文
の
な
か
で
、
「
詩
日
不
レ
葱
不

レ
忘
率
二
由
旧
章
“
祖
宗
の
法
に
随
て
守
れ
ば
誤
な
し
」
云
々
と
い
う
が
、
こ
の
『
詩
経
』
の
一
句
は
「
益
軒
が
好
ん
で
使
っ
た
も
の
」
で
、

祖
法
の
順
守
は
、
益
軒
自
身
の
年
来
の
主
張
で
も
あ
っ
た
こ
と
（
た
と
え
ば
「
黒
田
重
時
へ
送
る
書
」
に
こ
の
『
詩
経
』
の
一
句
を
引
き
、

「
先
祖
の
法
に
従
へ
ば
国
も
天
下
も
何
十
代
を
へ
て
も
乱
れ
衰
ふ
べ
き
様
な
し
」
と
結
ぶ
）
。
筆
者
も
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

庫
で
久
能
山
本
と
同
様
の
署
名
・
年
記
を
持
つ
『
御
遺
訓
』
を
閲
覧
し
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
後
に
み
る
よ
う
に
、
益
軒
と
『
御
遺
訓
』

と
の
間
に
は
確
か
な
思
想
的
連
関
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
や
は
り
益
軒
が
改
訂
し
た
と
推
定
し
て
い
る
。
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そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
改
訂
本
が
で
き
た
の
は
天
和
初
年
で
あ
る
か
ら
、
も
と
も
と
の
「
御
遺
訓
』
の
成
立
が
こ
れ
以
前
で

あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
益
軒
が
改
訂
に
際
し
て
依
拠
し
た
「
旧
稿
」
は
、
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
『
御

遺
訓
』
が
い
つ
成
立
し
た
の
か
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
平
野
氏
は
、
近
藤
氏
が
『
御
遺
訓
』
（
益
軒
改
訂
本
）

　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

か
ら
派
生
し
た
一
類
本
と
見
な
し
て
い
た
『
井
上
主
計
頭
覚
書
』
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
、
明
冶
九
年
〈
一
八
七
六
〉
書
写
本
、

以
下
『
覚
書
』
と
略
称
）
が
、
「
異
本
で
は
な
く
、
原
形
に
よ
り
近
い
書
物
と
推
定
さ
れ
る
」
と
い
う
興
味
深
い
議
論
を
提
示
し
た
の
で

あ
る
。
『
覚
書
』
に
見
え
る
、
家
康
目
阿
弥
陀
に
よ
る
万
民
の
救
済
と
い
う
仏
教
治
国
論
（
「
仏
教
的
モ
メ
ン
ト
」
）
を
、
儒
学
者
益
軒
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

改
訂
に
際
し
て
削
除
し
た
と
い
う
平
野
氏
の
指
摘
は
、
『
御
遺
訓
』
の
思
想
を
形
成
史
的
に
見
る
と
い
う
斬
新
な
視
点
を
、
『
御
遺
訓
』
研

究
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
画
期
的
な
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。
平
野
氏
の
立
論
に
は
、
1
す
で
に
拙
稿
「
「
天
道
」
と
幕
藩
制

（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

秩
序
」
で
批
判
し
た
よ
う
に
ー
『
覚
書
』
を
「
原
形
に
よ
り
近
い
書
物
と
推
定
」
す
る
根
拠
が
論
文
中
で
は
提
示
さ
れ
ず
、
『
覚
書
』

の
「
成
立
は
元
和
期
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
」
と
論
証
抜
き
で
結
論
づ
け
て
い
る
と
い
う
問
題
点
は
あ
る
も
の
の
、
『
御
遺
訓
』
研
究
の

新
段
階
を
画
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
筆
者
は
、
（
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
）
こ
の
平
野
氏
の
提
起
を
も
受
け
と
め
な
が
ら
『
御

遺
訓
』
研
究
を
深
め
て
い
く
な
か
で
、
書
写
年
が
わ
か
る
も
っ
と
も
古
い
（
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
）
『
御
遺
訓
』
を
岡
山
藩
主
池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

田
家
の
蔵
書
中
（
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
）
か
ら
掘
り
起
こ
し
た
。
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
書
写
の
年
記
を
も
つ
こ
の
池

田
本
『
御
遺
訓
』
に
も
、
『
覚
書
』
と
同
様
の
仏
教
治
国
論
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
覚
書
』
を
「
原
形
に
よ
り
近
い
書
物
」
と
す
る
平

野
氏
の
見
解
を
裏
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
御
遺
訓
』
の
研
究
は
、
ま
ず
、
各
地
に
残
る
『
御
遺
訓
』
の
写
本
を
徹
底
的
に

調
査
し
て
、
古
い
写
本
を
探
索
し
、
諸
写
本
の
系
統
を
明
ら
か
に
す
る
、
地
道
な
研
究
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
御
遺
訓
』
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
第
二
に
、
『
御
遺
訓
』
が
い
か
に
受
容
さ
れ
た
か
、
そ
の
実
態
を
掘
り
起
こ
す
必
要

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
出
羽
国
秋
田
藩
で
享
保
の
改
革
を
主
導
し
た
家
老
今
宮
大
学
義
透
（
在
職
一
享
保
六
く
一
七
二
じ
～
寛
延
一
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〈一

四
八
〉
）
は
、
改
革
を
断
行
す
る
に
あ
た
っ
て
藩
主
に
提
出
し
た
「
上
書
」
の
な
か
で
、
「
権
現
様
之
御
遺
訓
に
も
、
（
中
略
）
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

所
々
の
万
民
を
痛
め
、
苦
め
ぬ
る
を
、
国
を
亡
す
と
云
ぞ
」
云
々
と
、
『
御
遺
訓
』
を
引
き
、
藩
政
改
革
の
理
念
を
提
示
し
て
い
る
。
ま

た
近
藤
斉
氏
に
よ
れ
ば
、
松
平
定
信
（
宝
暦
八
〈
一
七
五
八
〉
～
文
政
一
二
〈
一
八
二
九
〉
）
は
『
御
遺
訓
』
を
「
愛
読
」
し
、
白
河
藩

の
藩
校
立
教
館
に
、
「
立
教
館
床
へ
安
置
す
る
所
、
中
央
大
神
宮
御
祓
、
左
方
御
遺
訓
、
右
方
四
書
五
経
」
（
定
信
『
立
教
館
令
状
』
）
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幡
）

『
御
遺
訓
』
を
「
安
置
」
し
た
と
い
う
。
定
信
に
と
っ
て
『
御
遺
訓
』
は
、
い
わ
ば
藩
校
の
教
育
理
念
を
体
現
す
る
も
の
の
［
つ
だ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
「
御
遺
訓
』
が
具
体
的
な
場
（
時
代
・
地
域
・
階
層
）
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
、
そ
の
事

実
を
一
つ
ひ
と
つ
掘
り
起
こ
す
地
道
な
研
究
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
『
御
遺
訓
』
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
探
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
『
御
遺
訓
』
の
歴
史
的
位
置
づ
け
に
は
、
第
三
に
、
同
時
代
の
他
の
政
道
書
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
、
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

明
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
か
か
わ
っ
て
、
近
年
、
筆
者
は
拙
著
『
「
太
平
記
読
み
」
の
時
代
ー
近
世
政
治
思
想
史
の
構
想
1
』

他
に
お
い
て
、
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
紗
』
（
『
理
尽
紗
』
）
の
講
釈
、
す
な
わ
ち
「
太
平
記
読
み
」
が
近
世
の
政
道
論
の
嗜
矢
で
あ
り
、

こ
れ
が
近
世
の
政
治
常
識
の
形
成
に
寄
与
し
た
と
い
う
見
通
し
を
得
て
、
「
太
平
記
読
み
」
を
基
軸
と
し
た
政
治
思
想
史
の
構
想
を
提
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
う
ん
い
ん
よ
う
お
う

し
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
概
略
を
述
べ
よ
う
。
最
初
の
「
太
平
記
読
み
」
で
あ
る
大
運
院
陽
翁
（
永
禄
三
〈
一
五
六
〇
〉
？
～
元
和
八

く
一
六
二
二
V
？
）
が
、
唐
津
藩
主
寺
沢
広
高
（
永
禄
六
〈
一
五
六
三
〉
～
寛
永
一
〇
〈
一
六
三
三
〉
）
、
金
沢
藩
主
前
田
利
常
（
文
禄
二

く一

九
三
V
～
万
治
一
〈
一
六
五
八
〉
）
ら
に
『
理
尽
紗
』
講
釈
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
太
平
記
読
み
」
は
、
元

来
、
武
士
の
な
か
で
も
上
層
の
為
政
者
層
を
対
象
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
政
治
論
・
軍
事
論
を
真
面
目
に
語
っ
た
も
の
で

あ
り
、
特
に
政
治
論
で
は
、
あ
る
べ
き
領
主
（
「
明
君
」
）
像
や
政
治
の
あ
り
方
を
鋭
く
提
起
し
て
い
た
。
こ
の
『
理
尽
紗
』
の
な
か
で
、

政
治
・
軍
事
を
教
諭
す
る
理
想
的
指
導
者
と
し
て
登
場
し
て
い
た
の
が
、
楠
正
成
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
正
成
は
「
諸
人
ノ
貧
苦
ヲ
ス
ク
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ウ
」
仁
政
を
い
わ
ば
旗
頭
に
し
た
農
政
を
行
い
領
民
を
信
服
さ
せ
、
家
臣
に
対
し
て
も
硬
軟
両
様
を
使
い
分
け
て
そ
の
信
服
を
得
る
、
卓

越
し
た
政
治
能
力
を
持
つ
「
明
君
」
で
あ
っ
た
。
正
成
は
、
『
太
平
記
』
世
界
に
お
け
る
知
謀
・
忠
義
の
武
将
か
ら
、
『
理
尽
砂
』
世
界
の

理
想
的
指
導
者
へ
と
、
劇
的
に
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
を
遂
げ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
武
将
か
ら
為
政
者
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
近
世

初
頭
の
武
士
層
に
と
っ
て
、
「
太
平
記
読
み
」
の
教
え
は
切
実
な
生
き
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
『
理
尽
紗
』
講
釈
は
、
陽
翁
か
ら
前
田
利
常
や
金
沢
藩
家
老
の
本
多
政
重
（
天
正
八
会
五
八
O
V
～
正
保
四
〈
一
六
四
七
〉
）
ら
に
、

陽
翁
の
弟
子
大
橋
全
可
（
本
多
政
重
の
家
臣
、
生
没
年
未
詳
）
か
ら
京
都
所
司
代
板
倉
重
宗
（
天
正
一
四
〈
一
五
八
六
〉
～
明
暦
二
会

六
五
六
〉
Y
老
中
稲
葉
正
則
（
元
和
九
〈
一
六
二
三
〉
～
元
禄
九
〈
一
六
九
六
〉
）
ら
に
、
ま
た
同
じ
く
陽
翁
の
弟
子
横
井
養
元
（
岡
山

藩
士
・
藩
医
、
天
正
六
〈
一
五
七
八
〉
～
寛
文
七
〈
一
六
六
七
V
）
か
ら
岡
山
藩
主
池
田
光
政
（
慶
長
一
四
会
六
〇
九
〉
～
天
和
二

〈
一
六
八
二
〉
）
ら
に
と
、
対
面
口
諦
に
よ
る
講
釈
に
よ
り
、
領
主
層
を
中
心
に
そ
の
受
容
の
輪
を
確
実
に
広
げ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て

『
理
尽
紗
』
が
説
い
て
い
る
、
民
を
恵
む
政
治
1
1
仁
政
と
い
う
政
治
理
念
を
、
領
主
層
が
自
覚
す
る
よ
う
に
な
り
、
実
際
、
一
七
世
紀
半

ば
の
初
期
藩
政
改
革
（
そ
の
典
型
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
の
が
、
金
沢
藩
・
岡
山
藩
で
あ
っ
た
）
は
、
「
太
平
記
読
み
」
の
政
治
論
の

大
き
な
影
響
の
も
と
で
仁
政
を
掲
げ
て
行
わ
れ
た
。
従
来
、
初
期
藩
政
改
革
の
な
か
で
、
そ
の
基
調
と
し
て
「
仁
政
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

形
成
さ
れ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
だ
が
、
そ
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
解
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
仁
政
イ
デ
オ
ロ
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ひ
や
く
し
よ
つ

ー
」
1
「
百
姓
」
は
「
公
儀
の
御
百
姓
」
で
あ
り
、
「
御
百
姓
」
に
対
す
る
領
主
の
仁
政
と
、
領
主
に
対
す
る
「
百
姓
」
の
「
年
貢
皆

済
」
と
が
互
い
に
相
い
対
応
す
る
と
い
う
関
係
意
識
　
　
の
形
成
に
、
「
太
平
記
読
み
」
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
一
七
世
紀
半
ば
ま
で
の
『
理
尽
砂
』
講
釈
は
、
あ
く
ま
で
も
「
秘
伝
」
で
あ
り
、
階
層
を
越
え
て
広
が
り
を
も
つ
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ネ
タ
本
で
あ
る
『
理
尽
紗
』
が
、
｝
七
世
紀
に
日
本
史
上
は
じ
め
て
登
場
し
た
出
版
業
者
の
手
に
わ
た
り
、
一
七
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と
　
　
ひ

世
紀
半
ば
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
状
況
は
一
変
す
る
。
新
た
に
成
立
し
た
出
版
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
、
そ
の
享
受
層
は
、
「
都
鄙

き
　
せ
ん

貴
賎
此
書
（
『
理
尽
紗
』
）
ヲ
信
シ
、
世
挙
テ
好
ミ
用
ル
故
二
、
又
事
好
ム
者
大
全
綱
目
ナ
ン
ド
・
名
付
ケ
、
此
書
二
大
部
ノ
末
書
ヲ
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

ネ
」
（
小
林
正
甫
著
『
重
編
応
仁
記
』
一
七
〇
六
年
「
発
題
」
）
と
、
地
域
・
身
分
を
問
わ
ず
い
っ
き
ょ
に
拡
大
し
た
。
『
理
尽
紗
』
そ
れ

じ
た
い
も
四
〇
巻
四
四
冊
の
大
部
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
大
部
の
『
太
平
記
大
全
』
（
四
〇
巻
剣
巻
一
巻
、
五
〇
冊
）
・
『
太
平
記
綱
目
』
（
原

友
軒
編
、
四
〇
巻
剣
巻
共
六
〇
冊
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
連
書
が
出
版
さ
れ
、
直
接
講
釈
師
に
依
ら
ず
と
も
こ
れ
ら
の
書
物
の
読
書
を

通
し
て
『
理
尽
紗
』
講
釈
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
一
七
世
紀
前
半
に
は
、
読
み
聞
か
せ
と
い
う
口
諦
に
よ
る

知
（
知
識
・
知
恵
）
、
い
わ
ば
オ
ー
ラ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
（
情
報
媒
体
）
に
よ
る
知
で
あ
っ
た
『
理
尽
紗
』
講
釈
が
、
一
七
世
紀
後
半
に
は

書
物
に
よ
る
知
、
出
版
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
知
へ
と
大
き
く
変
質
し
た
。
そ
の
享
受
層
も
、
前
者
で
は
口
講
の
場
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

た
人
々
、
よ
っ
て
特
権
的
な
階
層
の
人
々
を
対
象
と
し
た
の
に
対
し
、
後
者
は
、
地
域
・
身
分
を
越
え
た
広
い
層
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
。

山
鹿
素
行
（
元
和
八
く
一
六
二
二
V
～
貞
享
二
〈
一
六
八
五
〉
）
・
熊
沢
蕃
山
（
元
和
五
く
一
六
｝
九
V
～
元
禄
四
〈
一
六
九
一
〉
）
と
い

っ
た
当
代
一
流
の
思
想
家
た
ち
も
、
『
理
尽
妙
』
の
影
響
を
色
濃
く
う
け
て
思
想
形
成
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
河
内
国
石
川
郡
大
ヶ
塚
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
う
ち
や
　
か
し
ょ
う

富
農
．
富
商
で
あ
っ
た
河
内
屋
可
正
（
本
名
壺
井
五
兵
衛
、
寛
永
一
三
く
一
六
三
六
V
～
正
徳
三
〈
一
七
二
二
〉
）
や
、
出
羽
国
秋
田
郡

に
　
い
　
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
ど
う
し
よ
う
え
き

二
井
田
村
の
上
層
農
出
身
で
陸
奥
国
三
戸
郡
八
戸
町
で
町
医
を
開
業
し
た
安
藤
昌
益
（
元
禄
一
六
〈
一
七
〇
三
〉
～
宝
暦
＝
一
〈
一
七
六

二
〉
）
の
よ
う
な
、
在
町
・
在
村
の
知
識
人
・
読
書
人
に
も
、
『
理
尽
紗
』
や
そ
の
関
連
書
を
読
ん
で
、
「
太
平
記
読
み
」
の
政
治
論
の
影

響
を
う
け
る
人
々
が
現
れ
た
。
た
と
え
ば
可
正
は
、
「
明
君
」
1
1
正
成
像
を
受
容
し
て
、
そ
れ
を
自
己
の
修
身
・
斉
家
の
論
に
読
み
か
え
、

子
孫
へ
の
教
訓
を
展
開
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
郷
村
の
民
を
治
め
る
指
導
者
と
し
て
強
い
自
覚
を
持
ち
、
受
容
し
た
「
明
君
」
1
1
正
成

像
を
目
ら
の
も
の
と
し
て
、
あ
る
べ
き
村
役
人
像
と
仕
置
の
あ
り
方
を
説
い
て
い
る
。
「
太
平
記
読
み
」
の
政
治
論
は
領
主
層
だ
け
で
な

く
、
村
役
人
層
ま
で
、
い
わ
ば
下
降
化
し
、
そ
の
結
果
、
武
士
層
か
ら
民
衆
の
上
層
ま
で
に
、
共
通
の
治
者
像
指
導
者
像
が
形
成
・
定
着
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し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
可
正
が
、
「
夜
話
」
の
折
に
読
書
か
ら
得
た
知
識
を
も
と
に
村
人
た
ち
に
講
釈
し
た
よ
う
に
、
読
書

人
が
出
版
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
獲
得
し
た
知
は
、
彼
ら
だ
け
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
直
接
書
物
に
接
し
な
か
っ
た
人
々
に
も
、
読
み
語

り
に
よ
り
伝
え
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
オ
ー
ラ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
知
の
回
路
を
通
し
て
、
「
太
平
記
読
み
」
の
政
治
論
は
民
衆

の
中
下
層
に
ま
で
流
通
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
「
太
平
記
読
み
」
の
政
治
論
は
、
本
来
そ
の
対
象
で
あ
っ
た
武
士
層
を
越

え
て
、
山
鹿
素
行
や
熊
沢
蕃
山
等
の
よ
う
な
思
想
家
た
ち
を
も
巻
き
込
み
な
が
ら
、
民
衆
に
ま
で
広
が
っ
て
い
っ
た
。
「
太
平
記
読
み
」

が
提
起
し
た
「
国
家
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
支
配
者
・
被
支
配
者
の
別
な
く
社
会
一
般
に
共
有
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
「
太
平
記
読
み
」
は
、
指
導
者
像
や
政
治
の
あ
り
方
に
関
す
る
社
会
の
共
通
認
識
（
常
識
）
の
形
成
　
　
「
仁
政
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
」
の
社
会
全
体
へ
の
普
及
・
定
着
も
そ
の
一
環
ー
に
寄
与
し
た
と
意
義
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
見
通
し
を
得
て
筆
者
は
、
「
太
平
記
読
み
」
を
機
軸
と
し
た
政
治
思
想
史
の
構
想
を
提
起
し
た
。
『
御
遺
訓
』
に
話
を
戻
せ
ば
、

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
『
御
遺
訓
』
の
位
置
で
あ
る
。
『
御
遺
訓
』
は
こ
の
構
想
に
位
置
づ
け
得
る
の
か
ど
う
か
、
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
も
し
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
構
想
そ
の
も
の
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
以
上
が
『
御
遺
訓
』
研
究
に
つ
い
て
の
大
ま
か
な
見
取
り
図
、
研
究
の
手
順
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
本
稿
で
は
、
や
は
り
先
に
も

述
べ
た
よ
う
に
、
ま
ず
、
各
地
に
残
る
『
御
遺
訓
』
の
写
本
を
徹
底
的
に
調
査
し
て
、
古
い
写
本
を
探
索
し
、
諸
写
本
の
系
統
を
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

に
す
る
地
道
な
研
究
か
ら
は
じ
め
た
い
と
思
う
（
第
一
の
研
究
）
。
現
在
ま
で
に
調
査
を
終
え
た
『
御
遺
訓
』
は
、
よ
う
や
く
百
部
を
越

え
た
と
こ
ろ
で
、
悉
皆
調
査
へ
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
の
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
『
御
遺
訓
』
写
本
の
調

査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
『
御
遺
訓
』
の
形
成
過
程
を
考
察
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
『
御
遺
訓
』
研
究
の
現
段
階
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
研
究
の
た
た
き
台
を
提
示
す
る
の
が
、
小
稿
の
課
題
で
あ
る
。
『
御
遺
訓
』
の
思
想
史
的
研
究
序
説
と
題
す
る
所
以
で
あ
る
。
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「
御
遺
訓
』
の
写
本
は
多
い
。
本
稿
末
尾
に
付
け
た
「
『
御
遺
訓
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
、
『
国
書
総
目
録
』
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
掲
載

分
と
、
調
査
の
結
果
新
た
に
出
て
き
た
写
本
と
を
入
力
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
在
各
所
に

残
さ
れ
て
い
る
『
御
遺
訓
』
の
大
部
分
は
、
改
訂
本
『
御
遺
訓
』
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
は
、
長
崎
県
島
原
市
立
図
書
館
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

平
文
庫
蔵
の
『
東
照
宮
御
遺
訓
』
（
番
号
一
八
二
）
で
あ
る
。
当
文
庫
は
、
好
学
の
大
名
と
し
て
知
ら
れ
る
松
平
忠
房
（
元
和
五
会
六

一
九
〉
～
元
禄
一
三
〈
一
七
〇
〇
〉
）
が
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
島
原
藩
主
に
封
ぜ
ら
れ
て
か
ら
幕
末
ま
で
続
い
た
島
原
藩
松
平
家

の
蔵
書
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
忠
房
の
蔵
書
（
「
尚
舎
源
忠
房
文
庫
」
と
い
う
蔵
書
印
を
押
し
た
も
の
）
も
数
多
く
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
松
平
文
庫
蔵
『
御
遺
訓
』
（
以
下
、
島
原
本
と
呼
ぶ
）
に
は
そ
の
蔵
書
印
は
な
く
、
い
つ
頃
松
平
家
の
所
蔵
に
な
っ
た
か
分
か
ら
な

い
。
六
巻
六
冊
で
、
四
巻
ま
で
が
本
文
、
残
る
五
、
六
巻
が
附
録
で
あ
り
、
年
記
や
奥
書
は
な
い
。
一
巻
目
か
ら
丁
を
繰
っ
て
い
く
と
、

巻
頭
に
「
し
ば
く
稿
を
易
て
是
を
改
正
」
し
た
こ
と
を
記
す
前
書
き
（
た
だ
し
署
名
・
年
記
な
し
）
が
あ
り
、
本
文
も
改
訂
本
と
同
一

で
あ
る
。
何
の
変
哲
も
な
い
改
訂
本
か
と
思
い
き
や
、
第
八
条
目
か
ら
は
、
突
如
と
し
て
改
訂
本
と
対
応
し
な
く
な
る
。
八
条
以
降
は

『
覚
書
』
と
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
島
原
本
は
、
全
一
九
条
の
う
ち
、
前
半
（
前
書
き
と
第
一
～
七
条
）
は
改
訂
本

に
対
応
し
、
後
半
（
第
八
～
一
九
条
と
後
書
き
）
は
『
覚
書
』
（
第
五
～
一
六
条
と
後
書
き
）
に
対
応
す
る
、
特
異
な
写
本
な
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
そ
の
巻
五
、
六
に
「
東
照
宮
御
遺
訓
附
巻
／
松
永
左
門
良
明
入
道
道
斎
聞
書
」
（
内
題
）
と
題
す
る
附
録
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
長
野
県
上
田
市
立
図
書
館
山
崎
文
庫
蔵
『
松
永
道
斎
聞
書
』
（
番
号
一
一
九
）
（
『
国
書
総
目
録
』
『
古

典
籍
総
合
目
録
』
に
は
未
掲
載
）
で
あ
る
。
一
冊
本
で
、
内
容
は
『
覚
書
』
と
ほ
ぼ
一
致
し
全
｝
六
条
か
ら
な
る
。
当
文
庫
は
、
一
九
八
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五
年
に
山
崎
健
氏
が
寄
贈
し
た
書
物
か
ら
な
る
文
庫
で
あ
り
、
「
上
田
藩
山
崎
氏
」
「
上
田
山
崎
氏
」
と
い
う
蔵
書
印
を
押
し
た
書
物
が
散

見
さ
れ
る
。
こ
の
『
松
永
道
斎
聞
書
』
（
以
下
、
上
田
本
と
呼
ぶ
）
に
は
、
蔵
書
印
は
な
い
も
の
の
、
末
尾
に
「
岡
本
順
蔵
ノ
手
跡
　
貰

置
　
山
崎
為
右
衛
門
」
「
本
主
　
徳
重
」
と
あ
る
。
上
田
藩
に
岡
本
順
蔵
・
山
崎
為
右
衛
門
は
い
る
の
か
。
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
い

つ
頃
の
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
『
天
保
十
年
上
田
藩
士
分
限
帳
』
の
「
組
付
御
徒
士
」
の
項
に

　
　
七
石
二
人
　
　
　
押
合
方
書
役
大
検
使
御
用
向
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
岡
本
順
蔵

と
あ
る
。
●
は
、
こ
こ
で
は
「
江
戸
詰
」
の
し
る
し
で
あ
る
。
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
に
は
、
岡
本
順
蔵
な
る
人
物
が
、
確
か
に
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

田
藩
松
平
家
の
家
臣
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
上
田
藩
士
の
事
歴
を
各
家
ご
と
に
書
き
上
げ
た
『
明
細
』
に
よ
れ
ば
、
岡
本
順
蔵
は
「
御

坊
主
格
」
で
あ
り
、

　
　
天
保
九
戌
年
四
月
御
取
立
被
成
下
、
御
宛
行
七
石
弐
人
扶
持
組
附
御
徒
士
押
合
方
書
役
被
仰
付
、
大
検
使
御
用
向
兼
帯
被
仰
付

と
、
岡
本
順
蔵
が
家
臣
に
取
り
立
て
ら
れ
た
の
は
天
保
九
年
で
あ
る
。
こ
の
『
明
細
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
、
「
同
（
天
保
）
十
二
丑
十

月
不
軽
不
増
筋
有
之
候
問
、
御
糺
之
上
急
度
被
仰
付
方
茂
有
之
候
得
共
、
先
此
度
者
格
別
之
以
御
宥
免
、
其
儀
御
宛
行
御
取
上
、
五
両
弐

人
扶
持
被
下
置
、
組
附
末
席
上
田
勝
手
閉
戸
被
仰
付
、
御
取
立
其
方
一
代
限
り
被
仰
付
、
同
十
一
月
十
八
日
病
死
、
閉
戸
者
御
免
被
成
下

候
」
と
、
天
保
一
二
年
に
「
軽
か
ら
ざ
る
不
増
」
な
行
為
が
あ
っ
た
と
し
て
罰
せ
ら
れ
、
扶
持
の
削
減
、
閉
戸
、
扶
持
を
一
代
限
り
と
す

る
旨
の
申
し
渡
し
が
あ
り
、
同
年
一
一
月
一
八
日
に
病
死
し
た
と
い
う
。
他
方
、
山
崎
為
右
衛
門
は
ど
う
か
。
江
戸
時
代
の
『
明
細
』
に

は
、
こ
の
人
物
の
名
前
は
見
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
実
は
、
「
明
治
二
己
正
月
、
其
身
一
代
御
取
立
御
宛
行
、
七
石
弐
人
扶
持
、
御
徒
士
格
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

町
郡
調
役
手
伝
被
仰
付
、
盗
賊
博
打
調
方
兼
帯
被
仰
付
」
と
、
「
坊
主
格
　
山
崎
為
右
衛
門
」
の
名
が
出
て
く
る
（
『
明
細
』
）
。
山
崎
為
右
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衛
門
は
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
家
臣
に
取
り
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
『
明
細
』
に
よ
れ
ば
、
為
右
衛
門
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

の
廃
藩
ま
で
に
、
軍
務
庁
筆
生
、
同
庶
務
、
楊
心
流
（
柔
術
の
流
派
）
教
授
等
を
務
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
上
田
藩
に
岡
本
順
蔵
・
山

崎
為
右
衛
門
は
実
在
し
て
お
り
（
「
本
主
　
徳
重
」
に
つ
い
て
は
未
詳
）
、
こ
の
上
田
本
『
松
永
道
斎
聞
書
』
は
、
順
蔵
の
没
年
か
ら
天
保

以
前
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
話
を
戻
せ
ば
、
こ
の
上
田
本
と
島
原
本
が
出
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
御
遺
訓
』
の
形
成
に
つ
い
て
ー
『
覚
書
』
（
番
号
四

八
）
・
池
田
本
（
番
号
一
五
二
）
・
益
軒
改
訂
本
の
三
書
の
比
較
か
ら
議
論
し
て
い
た
段
階
（
前
掲
拙
稿
の
段
階
）
と
く
ら
べ
て
ー
よ
り

鮮
明
に
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
述
べ
る
前
に
、
前
稿
に
よ
り
な
が
ら
、
『
覚
書
」
・
池
田
本
・
益
軒
改
訂
本
の
三
書
の
異
同
を
こ
こ
で
整

理
し
て
お
こ
う
。

　
池
田
本
は
、
書
名
は
『
御
遺
訓
』
（
内
題
・
外
題
と
も
）
、
上
・
下
二
冊
全
二
七
条
、
附
録
一
冊
全
二
八
条
の
三
冊
か
ら
な
る
。
各
冊
の

末
尾
に
「
承
応
三
年
甲
午
五
月
三
日
書
写
之
」
と
い
う
書
写
の
年
記
が
あ
り
、
現
存
が
確
認
さ
れ
る
最
古
の
『
御
遺
訓
』
で
あ
る
。
次
の

表
一
は
、
池
田
本
『
御
遺
訓
』
全
二
七
条
と
改
訂
本
全
二
八
条
と
の
対
応
関
係
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
（
便
宜
上
、
池
田
本
を
基
に
そ

れ
が
改
訂
本
の
第
何
条
に
あ
た
る
か
を
示
し
た
）
。

　
池
田
本
の
第
一
、
二
条
に
相
当
す
る
の
が
改
訂
本
の
第
一
条
と
い
う
よ
う
に
条
の
区
切
り
が
異
な
る
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
り
、
池
田
本

第
三
条
に
当
た
る
の
が
改
訂
本
第
二
七
、
八
条
と
い
う
よ
う
に
順
序
も
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
池
田
本
第
四
条
は
改
訂
本
に
該
当
す
る
条

が
な
い
と
い
う
よ
う
に
両
者
に
は
相
違
点
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
改
訂
本
の
二
八
条
の
す
べ
て
の
条
が
池
田

本
の
い
ず
れ
か
の
条
に
対
応
し
て
い
る
。
具
体
的
に
そ
の
内
容
を
、
池
田
本
第
二
六
条
　
　
改
訂
本
第
二
五
条
を
比
較
対
照
し
て
み
よ
う
。

　
公
事
に
敗
れ
て
奉
行
の
悪
口
を
言
っ
た
百
姓
を
「
切
」
っ
た
本
多
作
左
衛
門
と
、
同
様
の
こ
と
を
し
た
百
姓
を
「
呼
て
其
段
々
を
云
聞

せ
」
赦
免
し
た
酒
井
雅
楽
、
こ
の
両
人
の
政
道
に
つ
い
て
、
池
田
本
で
は
、
「
是
を
和
尚
に
問
へ
ば
」
と
家
康
が
そ
の
是
非
を
和
尚
に
問
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表
｝

改　池
　田　本（
　
　
　
（
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
六
八
　
五
二
　
四
改
　
写
）
　
　
　
）

改　池
　田　本
（
　
　
　
（
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
六
　
六
八
　
五
二
　
四
改
　
写
）
　
　
　
）

15　18
6
1
7
　
1
9
1
8
1
9

1　1

1　2

7　3

8

4
20　20

1 2　5

21　21

3　6
21　22

4　7

6

22　23

23　24

24　25 7　8

25　26 8　9

26　27 8　10

9　11
0

11　12

15　13

12　14

8
1
912　15
3

14　16

5

15　17

う
て
い
る
。
和
尚
は
、
「
政
」
「
道
」
の
字
義
の
解
釈
か
ら
は
じ
め
て
、
コ
粒
の
米
ハ
民
の
百
度
の
血
の
な
み
た
よ
り
出
来
た
る
そ
」
と

い
う
「
聖
徳
太
子
の
み
こ
と
の
り
」
を
引
き
、
さ
ら
に
「
生
れ
く
る
人
の
命
ハ
五
穀
に
て
金
光
仏
ハ
一
粒
乃
米
」
「
月
日
星
師
君
父
母
神
仏

　
　
　
　
　
パ
マ
こ

天
地
水
火
の
恩
お
能
し
れ
」
と
い
う
歌
を
挙
げ
、
「
君
主
」
は
百
姓
に
憐
懲
深
く
、
天
道
を
尊
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
。
作
左
衛

門
・
雅
楽
は
共
に
こ
の
政
道
の
要
を
得
た
人
物
で
あ
り
、
「
作
左
衛
門
ハ
下
の
移
り
を
押
へ
雅
楽
ハ
上
の
油
断
を
し
め
し
」
た
の
で
あ
る
。

　
　
両
人
共
に
天
下
の
執
事
を
御
と
ら
せ
被
成
御
家
老
二
御
備
へ
被
成
候
て
も
、
く
ら
き
所
な
く
自
か
ら
徳
を
得
た
る
者
に
て
御
座
候
。

　
　
尚
書
に
徳
惟
善
政
々
在
養
民
と
御
座
候
と
和
尚
被
申
た
る
ぞ

　
よ
っ
て
作
左
衛
門
・
雅
楽
は
執
事
に
適
任
で
あ
る
と
、
和
尚
は
い
う
。
家
康
は
こ
の
和
尚
の
言
葉
を
「
我
此
金
言
を
不
断
不
忘
、
百
姓

の
諸
役
の
事
能
々
吟
味
し
金
銀
米
銭
の
事
ハ
年
貢
汐
外
何
に
て
も
不
取
」
と
、
金
言
と
し
て
い
つ
も
忘
れ
ず
民
を
治
め
た
と
語
る
。

　
こ
の
よ
う
に
池
田
本
で
は
和
尚
が
天
道
・
撫
民
論
を
説
く
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
改
訂
本
に
は
こ
の
和
尚
と
の
問

答
が
す
っ
ぽ
り
抜
け
落
ち
て
い
る
。
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
両
人
の
道
理
を
聞
に
、
作
左
衛
門
申
分
は
、
上
を
お
か
す
者
を
其
分
に
て
置
候
へ
ば
、
し
ま
り
な
し
と
い
ふ
、
雅
楽
申
分
は
、
如
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レ
此
な
る
者
を
切
候
へ
ば
、
重
て
奉
行
に
修
出
来
候
と
い
へ
り
。
尚
書
に
、
徳
惟
善
レ
政
、
政
在
レ
養
レ
民
と
い
ふ
、
我
此
金
言
を
不
断

　
　
忘
れ
ず
、
百
姓
の
諸
役
の
事
能
吟
味
し
、
金
銀
米
銭
は
年
貢
よ
り
外
、
何
に
て
も
不
レ
取
（
傍
線
筆
者
、
以
下
同
じ
）

　
傍
線
部
の
『
尚
書
』
の
語
の
直
前
に
あ
っ
た
、
和
尚
の
教
説
に
も
と
づ
い
た
天
道
・
撫
民
論
が
な
い
。
『
尚
書
』
の
語
も
「
和
尚
被
申

た
る
」
と
和
尚
が
語
っ
た
言
葉
だ
っ
た
の
に
、
改
訂
本
で
は
家
康
が
述
べ
た
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。
改
訂
本
で
は
、
家
康
が
い
う
「
金

言
」
は
『
尚
書
』
の
語
を
さ
し
、
作
左
衛
門
・
雅
楽
の
政
道
と
こ
の
語
が
ど
う
つ
な
が
る
か
、
い
ま
ひ
と
つ
判
然
と
し
て
い
な
い
と
い
え

よ
う
。
こ
の
話
の
あ
と
、
将
軍
か
ら
「
器
量
の
将
」
へ
の
「
国
郡
」
委
任
論
が
展
開
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
続
け
て
池
田
本
で
は
、

　
　
さ
れ
ハ
如
来
の
御
母
ま
や
ぶ
に
ん
へ
の
金
言
に
、
ざ
い
ほ
う
我
物
な
ら
ず
、
じ
や
く
め
つ
の
其
日
皆
う
せ
ち
る
と
、
と
か
れ
け
れ
ハ
、

　
　
ま
や
ぶ
に
ん
得
道
に
、
心
よ
こ
こ
ろ
、
き
の
ふ
ま
て
ハ
汝
に
し
た
が
う
、
■
け
ふ
よ
り
し
て
ハ
我
に
し
た
が
へ
と
、
心
に
て
心
を
し
め

　
　
し
被
成
た
る
也
。
身
を
つ
み
て
人
の
心
に
と
＼
ま
れ

と
、
家
康
は
国
が
我
が
物
で
な
い
こ
と
を
仏
教
的
な
教
説
を
引
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
も
改
訂
本
に
は
な
い
。
さ
ら
に
池
田
本

は
当
条
末
尾
に

　
　
と
か
く
手
前
の
か
ね
を
能
定
よ
と
の
上
意
被
成
候
時
、
香
の
匂
ひ
は
つ
と
し
け
れ
ハ
、
上
意
に
あ
の
香
を
き
け
、
是
に
付
て
仏
法
に

　
　
売
買
香
と
い
ふ
法
文
有
（
略
）

と
、
仏
説
を
述
べ
る
。
改
訂
本
で
は
傍
線
部
「
手
前
の
か
ね
を
能
定
よ
」
で
当
条
を
締
め
く
く
っ
て
お
り
、
こ
の
仏
説
は
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
池
田
本
の
家
康
が
和
尚
の
言
葉
や
仏
説
に
よ
り
な
が
ら
教
諭
し
て
い
る
の
に
対
し
、
改
訂
本
の
家
康
は
そ
れ
に
言
及

し
な
い
。
実
は
こ
れ
は
当
条
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
全
体
を
通
し
て
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
池
田
本
で
は
家
康
は
仏
教
を
中
心
に

儒
・
神
を
も
援
用
す
る
い
わ
ば
神
・
儒
・
仏
一
致
論
者
で
あ
る
が
、
改
訂
本
の
家
康
は
儒
学
的
教
養
の
持
ち
主
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
平
野
氏
が
「
原
形
に
よ
り
近
い
書
物
」
と
推
定
し
た
『
井
上
主
計
頭
覚
書
』
で
あ
る
。
実
は
和
尚
の
政
道

231



表
二

一橋大学研究年報　社会学研究　39

池麗改
田　　　訂

　童　昌　本

1　1　1
2

5　2　2

5　2　3
6

7　3　4

7　3　5

7　3　6

8　4　7

9　5　8
10

11　6　9

11　6　10

12　7　11

14　8　12
15

15　8　13

16　8　14

17　8　15
13

17

18

附
録
18

18　8　16

19　9　17

19　9　18
14

232

改
　
訂
　
本
　
1
9
　
　
2
0

「
覚
　
書
』
9
　
　
1
0

池
　
田
　
本
　
1
4
1
9
　
2
0

20　10　21
21

22

23　11　22

24　12　23

25　13　24

26　14　25

27　15　26

3　16　27
13

3

3　16　28

論
．
ま
や
ぶ
に
ん
へ
の
金
言
・
売
買
香
の
い
ず
れ
の
話
も
、
こ
の
『
覚
書
』
に
は
あ
る
。
で
は
池
田
本
と
同
一
か
と
い
う
と
、
表
二
（
便

宜
上
、
改
訂
本
を
基
に
し
て
そ
れ
が
『
覚
書
』
・
池
田
本
の
第
何
条
に
あ
た
る
か
を
示
し
た
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
構
成
は
（
条
の
区

切
り
こ
そ
異
な
っ
て
は
い
る
が
）
改
訂
本
と
ま
っ
た
く
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
覚
書
』
は
家
康
像
と
い
う
点
で
は
池
田
本
と
通
じ
、

構
成
で
は
改
訂
本
に
通
じ
て
い
る
。
い
わ
ば
池
田
本
と
改
訂
本
の
中
間
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
池
田
本
の
発
見
に
よ
り
、
『
覚
書
』
を
、
『
御
遺
訓
』
の
影
響
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
「
類
本
」
と
見
る
の
で
は
な
く
「
原

形
に
よ
り
近
い
書
物
」
だ
と
す
る
平
野
氏
の
見
解
が
は
じ
め
て
裏
づ
け
ら
れ
た
。
『
覚
書
』
は
明
治
九
年
の
書
写
本
で
あ
っ
て
天
和
二
年

よ
り
前
の
写
本
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
改
訂
者
と
推
定
さ
れ
る
益
軒
が
手
に
し
た
「
旧
稿
」
は
こ
の
『
覚
書
』

系
の
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
他
方
、
承
応
三
年
書
写
の
池
田
本
は
、
現
時
点
で
は
最
古
の
写
本
で
あ
り
、
原
『
御
遺

訓
』
に
「
も
っ
と
も
近
い
書
物
」
（
前
掲
拙
稿
）
と
推
定
し
て
お
い
た
。
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さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
前
稿
の
成
果
に
、
新
た
に
見
出
さ
れ
た
両
書
は
何
を
付
け
加
え
る
の
か
。
ま
ず
上
田
本
を
検
討
し
よ
う
。

　
上
田
本
の
巻
頭
に
は
、
「
此
覚
書
ハ
井
上
主
計
殿
駿
河
様
江
御
使
者
二
被
参
候
時
分
」
云
々
と
、
家
康
の
言
葉
が
聞
き
書
き
さ
れ
書
き

写
さ
れ
た
経
緯
を
記
し
た
前
書
き
が
あ
る
。
家
康
が
井
上
主
計
頭
正
就
に
語
り
、
さ
ら
に
そ
の
内
容
を
正
就
か
ら
語
り
聞
か
さ
れ
た
松
永

左
門
入
道
道
斎
良
明
（
経
歴
等
未
詳
の
人
物
、
以
下
松
永
道
斎
）
が
書
き
記
し
て
一
書
に
し
た
と
い
う
。
本
文
は
一
六
条
か
ら
な
り
、
そ

の
後
に
「
主
計
頭
殿
物
語
に
今
度
駿
河
様
上
意
乃
下
心
は
、
石
田
治
部
少
輔
事
を
御
ふ
ま
へ
被
成
た
る
上
意
の
様
に
覚
申
候
…
…
」
と
、

こ
れ
を
語
っ
た
家
康
の
意
図
を
記
し
た
い
わ
ば
後
書
き
が
続
く
。
末
尾
に
は
、
「
道
斎
聞
書
」
と
い
う
題
で
、
「
井
上
主
計
頭
父
ハ
井
上
半

右
衛
門
殿
」
で
あ
る
が
実
の
父
は
「
阿
部
大
蔵
殿
」
で
あ
る
こ
と
、
「
我
等
（
筆
者
注
一
松
永
道
斎
）
ご
と
き
の
心
安
き
も
の
」
に
も

「
御
物
語
」
を
し
て
下
さ
っ
た
が
、
「
不
慮
に
戸
嶋
か
為
に
」
殺
さ
れ
た
と
、
正
就
の
来
歴
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
を
「
覚
書
』
と
比
較
す
る
と
、
タ
イ
ト
ル
（
「
松
永
道
斎
聞
書
」
1
「
井
上
主
計
頭
覚
書
」
）
は
異
な
る
も
の
の
、
実
は
『
覚

書
』
に
も
右
の
松
永
道
斎
の
前
書
き
が
あ
り
、
両
者
は
同
じ
素
性
を
語
る
書
物
で
あ
る
。
表
記
は
、
「
覚
書
』
が
漢
字
・
片
仮
名
混
じ
り

文
で
あ
る
の
に
対
し
、
上
田
本
は
、
漢
字
・
変
体
仮
名
混
じ
り
文
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
両
者
の
構
成
と
内
容
を
詳
細
に
比
較
対
照
し

て
み
る
と
、
前
書
き
・
本
文
全
一
六
条
・
後
書
き
と
い
う
構
成
も
、
そ
の
内
容
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
た
だ
し
『
覚
書
』
の

末
尾
に
は
「
道
斎
聞
書
」
は
添
え
ら
れ
て
い
な
い
）
。

　
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。
次
は
第
一
条
中
の
一
文
で
あ
る
。

　
　
日
本
国
ト
モ
ニ
武
道
ノ
捨
ラ
レ
サ
ル
事
我
朝
ノ
本
意
ナ
リ
子
細
ハ
日
本
太
平
ニ
シ
テ
武
道
怠
ル
時
ハ
異
国
ヨ
リ
日
本
ヲ
攻
メ
異
国
太

　
　
平
ニ
シ
テ
朝
鮮
ノ
事
モ
是
ソ
日
本
武
将
ハ
此
心
第
一
ナ
リ
（
『
覚
書
』
）

　
　
日
本
国
と
も
に
武
道
の
捨
れ
さ
る
事
我
朝
の
本
意
也
子
細
ハ
日
本
太
平
に
し
て
武
道
怠
る
時
ハ
異
国
よ
り
日
本
を
攻
め
異
国
太
平
に

　
　
　
　
　
　
お
こ
た
る

　
　
し
て
武
道
慨
る
時
ハ
日
本
6
異
国
を
攻
る
そ
秀
吉
の
朝
鮮
ノ
事
モ
こ
れ
そ
日
本
の
武
将
ハ
此
心
第
一
そ
（
上
田
本
、
傍
線
筆
者
、
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以
下
同
）

　
両
者
を
読
み
比
べ
る
と
、
一
行
目
で
は
仮
名
表
記
（
片
仮
名
－
変
体
仮
名
）
や
漢
字
の
表
記
は
違
う
が
、
ま
っ
た
く
の
同
文
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

と
こ
ろ
が
二
行
目
に
入
る
と
、
上
田
本
の
傍
線
箇
所
が
『
覚
書
』
に
は
な
い
。
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
益
軒
改
訂
本
を
見

る
と
、

　
　
日
本
国
と
も
に
武
道
の
捨
ら
ざ
る
事
我
朝
の
本
意
也
、
其
故
は
日
本
太
平
に
し
て
武
道
怠
る
時
は
異
国
よ
り
日
本
を
窺
ひ
、
又
異
国

　
　
太
平
に
て
武
道
怠
る
時
は
轄
鞄
日
本
な
ど
よ
り
大
明
を
伺
ふ
ぞ
、
彼
秀
吉
朝
鮮
の
軍
も
是
也
、
然
ば
日
本
の
武
将
は
此
心
持
第
一
也

　
　
（
改
訂
本
第
｝
条
）

と
、
上
田
本
に
相
当
す
る
箇
所
が
あ
り
、
改
訂
に
際
し
て
依
拠
し
た
「
旧
稿
」
（
改
訂
原
本
）
に
は
、
こ
の
語
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

右
の
「
覚
書
』
の
「
異
国
太
平
ニ
シ
テ
朝
鮮
ノ
事
モ
是
ソ
」
と
い
う
一
節
は
、
よ
く
読
ん
で
み
れ
ば
文
意
も
通
ら
ず
、
書
写
の
過
程
で
こ

の
一
行
を
脱
落
し
て
し
ま
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
紙
数
の
関
係
で
い
ち
い
ち
指
摘
で
き
な
い
が
、
「
覚
書
』
に
は
こ
の
種

の
脱
落
が
多
く
、
上
田
本
の
方
が
良
本
だ
と
い
え
る
。

　
で
は
、
上
田
本
が
完
壁
な
写
本
か
と
い
う
と
、
そ
う
と
も
言
え
な
い
。
次
は
第
二
条
の
一
文
で
あ
る
（
な
お
、
以
下
で
は
読
み
や
す
さ

を
考
え
、
引
用
に
際
し
て
適
宜
句
読
点
を
振
る
こ
と
と
す
る
）
。

　
　
此
心
ナ
ク
テ
汝
等
ガ
一
人
ニ
テ
威
ヲ
振
ハ
、
将
軍
ノ
為
ニ
ハ
汝
ト
モ
ハ
能
敵
ソ
。
子
細
ハ
家
老
一
人
ニ
テ
威
ヲ
振
ヒ
其
家
能
治
タ
リ

　
　
ト
テ
モ
、
其
者
百
年
ノ
後
ハ
其
家
ノ
怨
ト
成
物
ソ
（
『
覚
書
』
）

　
　
此
心
な
く
而
汝
等
か
一
人
二
而
威
を
振
ひ
、
其
家
能
治
り
た
り
と
て
も
、
其
も
の
百
年
の
後
ハ
其
家
の
あ
た
に
と
な
る
も
の
そ
（
上

　
　
田
本
）

　
　
汝
等
此
心
な
く
、
若
一
人
に
て
威
を
振
は
y
将
軍
の
為
に
は
汝
等
共
は
能
敵
ソ
。
子
細
ハ
家
老
一
人
に
て
威
を
振
ひ
、
万
一
其
家
能
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治
る
事
有
と
も
其
者
百
年
の
跡
は
其
家
の
あ
だ
と
な
る
物
ぞ
（
改
訂
本
第
三
条
）

　
傍
線
の
一
節
は
、
『
覚
書
』
と
改
訂
本
に
あ
り
、
上
田
本
に
は
な
い
。
改
訂
原
本
の
こ
の
箇
所
に
は
、
こ
の
語
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、

上
田
本
に
は
こ
れ
が
脱
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
い
ち
い
ち
指
摘
し
な
い
が
、
上
田
本
に
も
こ
の
よ
う
な
脱
落
が
い
く
つ
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
覚
書
』
・
上
田
本
・
改
訂
本
を
校
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
覚
書
』
あ
る
い
は
上
田
本
の
、
文
章
の
脱
落
箇
所
が
明
ら
か

と
な
り
、
改
訂
原
本
の
あ
ら
ま
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
次
は
第
四
条
。

　
　
上
意
コ
ト
ク
万
事
御
定
メ
之
通
二
被
仰
付
、
新
地
御
加
増
御
役
之
義
ハ
、
御
役
之
様
子
玄
番
頭
二
被
仰
渡
（
『
覚
書
』
）

　
　
上
意
之
如
く
万
事
御
定
之
通
に
被
仰
付
、
新
地
加
増
御
役
之
義
ハ
、
御
役
之
様
子
其
番
頭
に
被
仰
渡
（
上
田
本
）

　
　
如
二
上
意
一
万
事
御
定
の
通
り
に
被
二
仰
付
｝
候
、
新
知
御
加
増
御
役
替
等
の
儀
は
御
家
老
中
不
レ
残
被
レ
成
二
御
召
一
吟
味
仕
候
へ
と
被
二

　
　
仰
出
↓
家
老
中
一
同
の
上
に
て
新
知
御
加
増
は
下
さ
れ
候
、
御
役
替
は
御
役
儀
の
様
子
其
番
頭
に
被
二
仰
渡
一
（
改
訂
本
）

　
三
者
を
く
ら
べ
る
と
、
『
覚
書
』
と
上
田
本
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
の
に
対
し
、
改
訂
本
に
は
、
傍
線
部
で
役
替
え
と
家
老
一
同
の
吟
味

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
で
は
、
傍
線
部
は
す
べ
て
改
訂
者
の
付
加
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
あ
げ
た
の
は
、
池
田
本
第
八
条
で
あ
る
。

　
　
如
上
意
万
事
御
定
の
通
に
被
仰
付
、
新
知
御
加
増
御
役
替
等
被
仰
付
ニ
ハ
、
御
家
老
中
不
残
御
召
被
成
、
吟
味
仕
候
へ
と
被
仰
出
、

　
　
御
家
老
中
一
同
の
上
に
て
新
知
御
加
増
ハ
被
下
候
、
御
役
替
之
儀
ハ
御
役
儀
の
様
子
其
番
頭
に
被
仰
渡
（
池
田
本
）

　
こ
れ
を
改
訂
本
と
比
較
す
る
と
、
一
目
瞭
然
、
同
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
改
訂
本
の
傍
線
部
は
こ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
な
の
で
あ

る
。
池
田
本
は
『
覚
書
』
・
上
田
本
と
比
較
す
る
と
、
条
の
区
切
り
や
順
番
が
異
な
り
異
文
も
多
い
が
、
こ
の
よ
う
に
池
田
本
に
の
み
あ

る
文
章
を
改
訂
本
が
踏
襲
し
て
い
る
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
益
軒
が
依
拠
し
た
改
訂
原
本
に
は
こ
の
一
文
が
あ
っ
た
と
見
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る
か
、
あ
る
い
は
益
軒
が
池
田
本
系
の
写
本
を
も
参
照
し
て
い
た
と
す
べ
き
な
の
か
、
さ
だ
か
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
覚
書
㌣

上
田
本
・
池
田
本
、
そ
し
て
改
訂
本
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
訂
原
本
を
か
な
り
の
程
度
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ

に
島
原
本
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
八
条
以
後
は
『
覚
書
』
の
五
条
以
後
と
対
応
し
て
い
る
）
、
そ

う
し
た
作
業
を
よ
り
詳
細
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
例
を
あ
げ
よ
う
。

　
　
自
然
徳
ヲ
得
タ
ル
者
ニ
テ
御
坐
候
卜
和
尚
被
申
タ
ル
ソ
、
此
金
言
ヲ
不
断
不
忘
（
『
覚
書
』
第
一
四
条
）

　
　
自
分
徳
を
得
た
る
も
の
二
而
御
座
候
、
尚
書
徳
ハ
善
政
、
善
政
ハ
在
レ
養
レ
民
と
御
座
候
と
和
尚
被
申
た
る
そ
。
我
か
金
言
を
不
断
不

　
　
忘
（
上
田
本
第
一
四
条
）

　
　
目
か
ら
徳
を
得
た
る
者
に
て
御
座
候
、
尚
書
に
徳
惟
善
政
、
政
在
養
民
と
御
座
候
と
和
尚
被
申
た
る
そ
。
我
此
金
言
を
不
断
不
忘

　
　
（
池
田
本
第
二
六
条
）

　
　
自
ラ
徳
ヲ
得
タ
ル
者
ニ
テ
御
坐
候
、
尚
書
二
徳
善
政
、
善
政
在
レ
養
レ
民
ト
御
坐
候
ト
和
尚
申
サ
レ
タ
ル
ソ
。
我
金
言
不
断
不
忘
（
島

　
　
原
本
第
一
七
条
）

　
　
尚
書
に
徳
惟
善
レ
政
、
政
在
レ
養
レ
民
と
云
へ
り
、
我
此
金
言
を
不
断
不
レ
忘
（
改
訂
本
第
二
五
条
）

　
『
覚
書
』
に
は
、
『
尚
書
』
の
一
句
が
な
い
。
し
か
し
、
他
の
三
本
及
び
改
訂
本
に
、
こ
の
一
句
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
訂
原

本
に
は
こ
の
一
句
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
、
諸
本
の
対
校
に
よ
り
改
訂
原
本
が
復
元
で
き
、
そ
う
し
て
は
じ
め
て
益
軒
に
よ
る
改
訂
箇
所
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
改
訂
意
図
の
掛
酌
が
可
能
と
な
る
。
い
く
つ
か
具
体
例
を
あ
げ
よ
う
。
次
は
『
覚
書
㌣
上
田
本
第
一
条
の
一
文
で
あ
る
。

　
　
此
心
ヲ
感
シ
テ
予
力
若
カ
リ
シ
時
ヨ
リ
鷹
ヲ
モ
テ
ア
ソ
フ
ト
、
是
ニ
ヨ
リ
彼
ヲ
シ
タ
ヒ
テ
テ
モ
武
道
怠
ル
事
第
｝
な
り
（
『
覚
書
』
）

　
　
此
心
を
か
ん
し
て
予
か
若
か
り
し
時
よ
り
鷹
を
も
て
遊
ふ
そ
。
是
二
よ
り
彼
を
し
た
ひ
て
も
武
道
怠
さ
る
事
第
一
也
（
上
田
本
）
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一
読
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
傍
線
部
が
異
な
る
。
「
怠
ル
」
と
「
怠
ざ
る
」
で
は
意
味
が
反
対
と
な
っ
て
し
ま
う
。
池
田
本
に
は
「
お

こ
た
ら
さ
る
」
と
あ
り
、
上
田
本
と
一
致
し
て
お
り
、
『
覚
書
』
は
書
写
の
過
程
で
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
改
訂
原
本
が
、

武
道
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
鷹
狩
を
推
奨
し
て
い
る
の
に
対
し
、
改
訂
本
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
又
狩
を
し
て
鳥
獣
を
と
る
も
我
一
人
の
慰
に
す
る
は
大
き
な
る
僻
事
也
、
狩
を
す
る
に
は
心
持
あ
り
、
第
一
に
は
軍
法
の
習
し
戦
の

　
　
稽
古
の
た
め
、
又
末
々
の
民
共
の
憂
ひ
歎
き
を
聞
べ
き
為
な
れ
ば
、
民
を
育
む
政
の
一
端
な
り
、
然
ど
も
多
く
の
人
数
を
つ
れ
民
の

　
　
耕
作
の
時
を
妨
げ
田
畑
の
作
毛
を
そ
こ
な
ふ
は
、
却
而
民
の
大
成
憂
を
な
し
、
天
道
に
背
き
勿
躰
な
き
事
ぞ
、
さ
れ
ば
能
心
得
て
狩

　
　
を
す
べ
し
、
人
民
を
苦
し
む
る
事
な
か
れ
（
改
訂
本
第
一
条
）

　
大
幅
な
改
訂
で
あ
る
。
狩
の
意
義
を
認
め
な
が
ら
も
、
独
自
に
、
民
の
耕
作
の
時
を
妨
げ
民
を
苦
し
め
な
い
よ
う
心
得
て
狩
を
せ
よ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

い
う
主
張
を
織
り
込
ん
で
い
る
。
実
は
益
軒
は
、
た
と
え
ば
『
武
訓
』
で
、
「
士
は
三
時
は
民
の
ひ
ま
を
う
ば
は
ず
。
農
は
春
は
耕
、
夏

は
く
さ
と
り
、
秋
は
田
畠
に
出
来
た
る
穀
を
か
り
を
さ
む
。
此
三
時
の
ひ
ま
を
、
を
し
み
て
つ
か
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
、
同
様
の
主
張
を
し

て
お
り
、
こ
れ
は
益
軒
の
持
論
で
あ
る
。
益
軒
は
こ
の
持
論
を
、
『
御
遺
訓
』
に
挿
入
し
た
の
で
あ
る
。

　
次
は
『
覚
書
㌣
上
田
本
第
七
条
冒
頭
で
あ
る

　
　
又
上
意
二
天
下
ヲ
治
ル
第
『
ハ
、
奢
ヲ
大
小
上
下
ト
ナ
ク
取
ヒ
シ
ク
ヨ
リ
外
、
無
二
無
三
ナ
リ
（
『
覚
書
』
）

　
　
又
上
意
に
天
下
を
治
る
第
一
ハ
、
移
も
の
を
大
小
上
下
と
無
と
り
ひ
し
く
よ
り
外
、
無
二
無
三
そ
（
上
田
本
）

　
一
読
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
表
記
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
の
改
訂
本
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

又
上
意
に
、
天
下
を
治
る
法
は
賞
罰
の
二
つ
ぞ
、
賞
は
善
を
賞
す
る
な
り
、
善
を
賞
せ
ざ
れ
ば
善
人
す
㌧
ま
ず
、
罰
と
は
悪
を
懲
し

む
る
ぞ
、
悪
を
罰
せ
ざ
れ
ば
天
下
の
悪
人
は
さ
ら
ぬ
ぞ
、
第
一
奢
者
を
大
小
上
下
と
な
く
取
ひ
し
ぐ
よ
り
外
の
法
は
な
き
ぞ
（
改
訂

本
第
一
一
条
）
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「
天
下
を
治
る
」
と
「
第
一
」
の
間
に
、
傍
線
部
－
賞
罰
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
文
1
を
割
り
込
ま
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

こ
の
主
張
は
取
り
立
て
て
物
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
益
軒
は
た
と
え
ば
『
君
子
訓
』
で
、
「
賞
罰
は
、
君
子
そ
の
臣
民
を
御
す
る
大

　
（
a
）

権
な
り
」
と
為
政
者
の
大
権
と
ま
で
い
い
、
そ
の
重
要
性
を
特
筆
し
て
い
る
。
「
君
子
訓
』
は
、
元
禄
一
六
年
の
成
立
で
あ
る
が
、
延
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

八
年
（
一
六
八
O
）
の
家
老
宛
の
上
書
で
も
、
益
軒
は
「
賞
罰
と
申
は
国
の
大
権
に
て
」
云
々
と
い
い
、
改
訂
本
践
文
の
年
記
天
和
二
年

（一

八
二
）
以
前
に
も
同
様
の
発
言
を
し
て
お
り
、
こ
の
賞
罰
論
は
益
軒
の
政
治
論
の
眼
目
の
一
つ
だ
と
い
え
よ
う
。

　
次
は
上
田
本
第
六
条
　
　
改
訂
本
第
一
〇
条
で
あ
る
（
『
覚
書
』
も
上
田
本
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
）
。
両
者
と
も
、
家
々
の
「
古
法
」

（
祖
法
）
を
破
り
「
新
法
」
を
立
て
る
こ
と
が
、
家
の
滅
亡
を
導
く
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
論
旨
の
変
更
は
な
い
。

子
細
ハ
傍
輩
之
つ
き
合
に
何
の
益
も
な
き
争
、
我
言
た
る
事
を
互
に
利
に
た
つ
へ
き
と
み
、
う
ち
果
す
事
二
而
心
を
知
れ
。
其
家
の
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元
祖
の
夜
の
目
を
も
合
ス
苦
労
を
し
て
定
め
政
道
を
、
我
当
分
の
私
欲
深
ク
す
べ
き
為
に
欲
深
軽
薄
人
に
た
ふ
ら
か
さ
れ
、
先
祖
の

　
　
心
根
を
け
つ
り
な
は
、
な
と
天
道
に
は
な
さ
れ
て
ハ
有
へ
き
や
。
其
先
祖
乃
苦
労
ヲ
計
、
其
次
々
の
親
の
忍
つ
も
り
、
諸
人
を
な
つ

　
　
け
国
を
穏
に
治
る
人
、
天
下
の
忠
信
深
き
人
そ
（
上
田
本
第
六
条
）

　
　
子
細
は
其
家
の
元
祖
天
下
国
家
を
初
て
取
る
程
の
才
智
有
て
其
上
久
敷
世
間
の
事
に
な
れ
熟
し
、
後
来
の
為
に
夜
の
目
も
不
レ
合
苦

　
　
労
を
し
て
定
置
た
る
政
道
を
、
我
当
分
の
私
の
智
を
以
て
我
意
を
立
、
彼
欲
深
き
軽
薄
者
に
譲
さ
れ
、
先
祖
の
心
根
を
削
り
な
ば
な

　
　
ど
天
道
に
不
レ
被
レ
捨
し
て
可
レ
有
ぞ
、
返
々
新
法
を
不
レ
可
レ
立
　
去
ば
其
先
祖
の
労
苦
を
以
国
郡
を
相
続
す
る
大
恩
を
知
り
、
其
家

　
　
を
守
り
諸
人
を
懐
け
穏
か
に
治
る
は
天
下
へ
の
忠
信
深
き
人
ぞ
（
改
訂
本
第
一
〇
条
、
□
も
筆
者
）

　
改
訂
本
は
、
「
返
々
新
法
を
不
レ
可
レ
立
」
（
右
の
□
部
分
）
を
挿
入
し
て
、
新
法
批
判
・
古
法
順
守
の
論
旨
を
よ
り
明
確
に
し
た
と
こ

ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
と
と
も
に
、
上
田
本
の
波
線
部
を
削
り
、
代
わ
り
に
「
其
家
の
元
祖
」
と
「
夜
の
目
」
の
間
に
、
波
線
部
「
天
下
国

家
を
初
て
取
る
程
の
才
智
有
て
其
上
久
敷
世
間
の
事
に
な
れ
熟
し
、
後
来
の
為
に
」
の
一
文
を
加
筆
し
て
い
る
。
「
古
法
」
を
立
て
た
元
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祖
が
並
は
ず
れ
た
才
智
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
元
祖
が
子
孫
の
た
め
に
「
古
法
」
を
立
て
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
直
線

部
分
で
は
、
子
孫
た
る
も
の
は
「
国
郡
を
相
続
す
る
大
恩
を
知
り
、
其
家
を
守
」
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
て
い
る
。
祖
法
を
な
ぜ

順
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
、
元
祖
の
才
智
・
功
績
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
説
明
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
先
に
も
見

た
よ
う
に
、
祖
法
の
順
守
は
益
軒
の
持
論
で
あ
っ
た
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
益
軒
は
、
「
国
家
を
初
て
保
ち
申
す
程
の
人
は
、
抜
群
に

人
に
勝
れ
た
る
才
智
無
御
座
候
は
で
は
、
大
国
大
家
を
始
め
て
起
し
申
す
事
は
成
不
申
候
故
、
其
の
先
祖
の
仕
置
き
た
る
事
は
、
其
身
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

年
よ
り
銀
難
を
経
候
て
、
よ
く
く
鍛
錬
工
夫
仕
り
た
る
法
式
を
立
て
置
き
候
」
（
「
黒
田
重
時
へ
送
書
」
）
云
々
と
、
「
上
書
」
や
著
作
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

中
で
、
同
様
の
議
論
を
繰
り
返
し
展
開
し
て
い
る
。
天
和
二
年
（
｝
六
八
二
）
福
岡
藩
主
黒
田
光
之
に
献
じ
た
『
克
明
抄
』
に
も
、
「
国

を
初
て
御
取
被
成
候
御
先
祖
は
、
わ
か
き
御
時
よ
り
莫
大
の
御
苦
身
被
成
候
て
」
「
其
忠
節
に
よ
り
国
を
御
拝
領
被
成
候
」
、
「
其
子
孫
に
、

長
く
其
国
を
御
伝
へ
譲
り
可
被
成
た
め
の
御
志
に
て
御
座
候
」
と
あ
り
、
『
御
遺
訓
』
改
訂
当
時
、
す
で
に
益
軒
が
こ
の
主
張
を
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
改
訂
本
に
は
、
確
か
に
、
益
軒
の
主
張
・
論
法
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
上
田
本
・
島
原
本
の
掘
り
起
こ
し
に
よ
り
、
『
覚
書
』
と
改
訂
本
の
み
を
比
較
し
て
い
た
段
階
か
ら
改
訂
原
本
を
再
構
成
で
き

る
段
階
へ
、
さ
ら
に
は
改
訂
者
H
益
軒
の
改
訂
部
分
を
確
定
し
て
そ
の
意
図
を
斜
酌
で
き
る
段
階
へ
と
研
究
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。

二
　
附
録
の
形
成

　
『
御
遺
訓
』
（
本
文
）
の
形
成
過
程
と
と
も
に
、
問
題
に
な
る
の
は
、
『
御
遺
訓
』
附
録
の
形
成
で
あ
る
。
先
に
も
見
た
よ
う
に
、
益
軒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

が
改
訂
し
た
旨
を
記
し
た
一
文
に
は
「
此
篇
及
附
録
共
二
冊
」
と
あ
り
、
附
録
も
ま
た
益
軒
が
手
を
入
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
以
下
、
附

239



一橋大学研究年報　社会学研究　39

録
の
諸
本
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
訂
に
際
し
て
拠
っ
た
改
訂
原
本
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
考
察
し
よ
う
。

　
承
応
三
年
書
写
の
池
田
本
に
は
「
附
録
」
（
内
題
）
が
あ
る
（
以
下
、
池
田
本
附
録
）
。
次
の
表
三
は
、
池
田
本
附
録
全
二
八
条
の
各
条

の
冒
頭
一
句
と
話
者
（
記
し
て
あ
る
も
の
の
み
）
と
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
表
三

　
　
一
　
　
「
日
本
名
大
将
の
一
四
将
ハ
、
平
将
門
公
平
清
盛
公
平
重
盛
公
源
頼
朝
公
源
義
経
公
」
　
1
　
「
本
田
佐
渡
守
殿
物
語
の
よ
し
」

　
　
二
　
　
「
東
照
大
権
現
様
御
幼
君
竹
千
代
様
と
申
奉
り
し
頃
尾
州
あ
つ
た
の
町
人
く
ろ
つ
く
み
と
い
へ
る
」

　
　
三
　
　
「
上
意
の
よ
し
王
法
軍
法
三
宝
百
姓
職
人
町
人
、
此
五
つ
の
善
悪
天
下
国
家
」
　
ー
　
「
本
田
佐
渡
守
殿
物
語
之
由
」

　
　
四
　
　
「
大
権
現
様
御
一
代
の
中
に
大
賀
弥
四
郎
が
外
、
悪
人
の
ひ
い
で
た
る
事
な
し
。
そ
れ
く
の
名
人
多
く
何
に
て
も
能
者
の

　
　
　
　
う
づ
も
る
事
な
く
」
　
1
　
「
佐
渡
守
殿
物
語
の
よ
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
五
　
　
「
権
現
様
御
在
伏
見
の
時
分
、
江
戸
に
て
或
日
の
未
刻
に
権
現
様
於
伏
見
御
生
害
と
た
れ
云
と
も
な
く
」
　
ー
　
「
本
田
加
信

　
　
　
物
か
た
り
の
よ
し
」

　
　
六
　
　
「
太
閤
相
国
秀
吉
公
の
上
意
に
人
は
い
る
事
と
い
ら
ざ
る
事
有
。
織
田
常
信
ハ
茶
の
湯
」

　
　
七
　
　
「
権
現
様
御
在
伏
見
之
時
分
、
有
夜
ひ
そ
か
に
御
屋
敷
中
二
さ
た
仕
ハ
」

　
　
八
　
　
「
太
閤
様
大
坂
千
貫
矢
倉
に
て
内
府
様
御
家
中
の
馬
お
御
覧
之
処
二
」
　
1
　
「
掃
部
（
土
方
掃
部
頭
）
後
に
さ
ん
げ
被
仕
た

　
　
　
り
と
也
」

　
　
九
　
　
「
太
閤
様
御
他
界
の
時
分
、
内
府
様
御
領
分
の
出
家
山
伏
職
人
町
人
じ
ゆ
ん
れ
い
に
出
た
る
百
姓
迄
」

　
　
一
〇
　
「
大
相
国
様
御
下
心
ハ
お
く
に
様
へ
御
代
を
御
ゆ
つ
り
可
被
遊
よ
し
」
　
1
　
「
佐
渡
守
殿
物
語
の
よ
し
」

　
　
一
一
　
「
大
権
現
様
江
、
酒
井
雅
楽
頭
殿
土
居
大
炊
助
殿
青
山
伯
老
日
守
殿
右
三
人
を
御
召
被
成
」
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『東照宮御遺訓』の形成

一
二
　
「
上
意
之
由
、
人
ハ
大
小
上
下
共
に
道
理
を
知
る
事
根
源
な
れ
共
知
る
者
ま
れ
也
」
　
1
　
「
末
代
の
ち
し
よ
く
な
り
と
の
物

　
語
の
よ
し
」

一
三
　
「
上
意
の
よ
し
、
武
家
ハ
軍
法
を
諸
道
の
根
元
と
す
。
軍
法
と
云
ハ
常
の
備
也
」
　
1
　
「
本
田
加
信
物
語
之
由
」

一
四
　
「
上
意
の
よ
し
、
武
家
に
軍
法
正
敷
時
ハ
悪
へ
ん
じ
て
吉
と
成
そ
、
眼
前
の
事
。
義
元
信
長
を
討
と
て
返
て
う
た
れ
給
ひ
」

　
1
　
「
加
信
物
語
の
よ
し
」

一
五
　
「
権
現
様
浜
松
御
在
城
の
時
分
、
駿
河
へ
御
打
入
被
成
、
御
帰
陣
刻
あ
べ
川
の
は
た
に
人
煎
釜
有
」

一
六
　
「
上
意
之
由
、
天
地
同
根
万
物
一
躰
、
天
の
は
し
ハ
地
に
有
、
地
の
は
し
ハ
天
に
有
。
万
物
ハ
天
道
の
子
也
。
人
ハ
万
物
の

　
た
ま
し
い
也
。
人
と
し
て
人
の
道
を
失
ふ
時
ハ
万
物
こ
と
く
く
め
つ
す
。
此
故
に
天
道
ハ
無
道
の
者
を
亡
し
給
ふ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
り

一
七
　
「
国
を
治
る
に
三
つ
の
称
有
。
国
お
は
か
り
て
人
を
は
か
り
、
人
を
は
か
り
て
糧
を
は
か
り
、
糧
を
は
か
り
て
国
お
治
る
。

　
国
を
は
か
る
と
云
ハ
、
其
国
の
大
小
上
下
遠
近
郡
庄
村
里
田
畠
山
野
森
林
海
山
を
能
知
り
、
其
相
応
に
政
道
す
る
を
云
そ
」

　
1
　
「
佐
渡
守
殿
物
語
之
由
」

一
八
　
「
大
権
現
様
ハ
そ
れ
く
の
者
に
そ
れ
く
の
道
を
旦
ハ
に
御
尋
被
遊
、
諸
人
も
め
い
わ
く
不
仕
、
御
公
儀
之
御
損
も
無
之
様

　
　
二
被
仰
付
也
。
就
中
農
人
の
事
ハ
百
姓
共
二
御
尋
被
遊
、
御
工
夫
深
く
御
相
談
の
上
に
て
、
国
守
と
民
と
の
中
道
の
御
仕
置

　
也
」
　
1
　
「
佐
渡
守
殿
物
語
の
よ
し
」

一
九
　
「
損
得
七
対
十
四
ヶ
条
本
田
加
信
物
語
」
　
1
　
「
本
田
加
信
物
語
」
　
（
以
下
、
内
訳
）

　
①
　
「
御
当
家
の
御
政
道
ハ
慈
悲
を
根
元
に
被
遊
」

　
②
　
「
北
条
家
の
政
道
ハ
大
将
を
初
め
家
老
武
頭
諸
奉
行
銘
々
の
智
恵
に
か
う
ま
ん
仕
」

　
③
　
「
田
畠
の
所
務
に
は
事
之
外
損
徳
多
し
。
過
不
及
無
之
様
に
積
る
事
政
道
の
根
元
也
」
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④
　
「
士
農
の
つ
り
合
悪
敷
時
ハ
士
に
け
い
は
く
有
、
農
に
わ
た
か
ま
り
有
」

　
⑤
　
「
田
畠
の
所
務
ハ
年
貢
一
へ
ん
に
取
て
よ
し
。
年
貢
一
へ
ん
二
取
時
ハ
百
姓
い
さ
み
す
＼
み
」

　
⑥
「
田
畠
年
貢
の
外
に
小
物
成
数
多
云
か
け
取
時
ハ
百
姓
に
い
さ
み
な
け
れ
は
」

　
⑦
「
年
貢
一
へ
ん
に
取
て
も
国
守
の
損
な
く
結
句
利
分
有
之
」

　
⑧
「
小
物
成
数
多
云
か
け
取
て
も
米
金
多
く
納
に
て
無
之
」

　
⑨
「
年
貢
一
へ
ん
取
時
ハ
奉
行
役
人
多
く
不
入
故
、
人
夫
の
つ
い
へ
な
し
」

　
⑩
　
「
納
物
数
多
時
は
、
奉
行
役
人
多
し
て
人
夫
の
つ
い
へ
多
し
」

　
⑪
「
年
貢
一
へ
ん
に
し
て
も
百
姓
な
ん
ぎ
に
及
時
ハ
米
金
を
た
y
遣
し
た
る
か
よ
し
。
借
す
事
悪
し
」

　
⑫
「
借
し
た
る
金
銀
米
銭
な
り
と
て
、
年
貢
を
作
の
毛
上
に
か
け
上
納
さ
せ
其
上
に
取
時
は
、
百
姓
妻
子
を
う
る
か
身
を
う

　
　
　
る
よ
り
外
な
し
」

　
　
⑬
　
「
年
貢
一
へ
ん
に
し
て
小
物
成
無
之
時
ハ
、
百
姓
大
に
悦
ふ
物
也
。
此
事
他
国
に
も
か
く
れ
な
く
他
国
の
民
必
我
国
を
し

　
　
　
た
ふ
」

　
　
⑭
　
愚
政
ハ
納
物
の
数
多
云
か
け
候
ヘ
ハ
、
金
銀
米
銭
多
く
納
る
様
に
心
得
、
小
物
成
数
多
云
か
け
取
時
ハ
、
百
姓
ハ
非
道
お

　
　
　
云
か
け
ら
れ
無
理
の
仕
置
と
思
ふ
故
、
国
家
を
う
ら
み
」

二
〇
　
「
大
権
現
様
関
東
御
入
国
の
時
分
、
民
の
か
ま
と
ま
づ
し
き
事
中
々
あ
は
れ
也
」
　
1
　
「
佐
渡
守
語
り
被
申
た
る
…
・
：
。

　
　
…
加
信
物
語
之
由
」

二
一
　
「
関
東
御
入
国
の
年
大
飢
謹
に
て
餓
死
人
多
し
。
此
子
細
を
尋
る
に
北
条
家
威
な
る
時
分
ハ
上
二
慈
悲
有
て
奢
な
く
政
道
正

　
　
敷
し
て
約
を
へ
ん
せ
さ
る
故
」
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二
二

二
三

二
四六五ノ～七

　
「
和
尚
の
出
語
に
現
世
を
い
の
る
ハ
わ
ら
お
ね
か
ふ
か
こ
と
し
。
後
世
を
い
の
る
ハ
い
ね
を
ね
か
ふ
か
こ
と
し
と
の
仏
教
也
」

ー
　
「
佐
渡
守
御
物
語
の
よ
し
」

　
「
大
権
現
様
紫
の
御
下
帯
三
筋
御
調
さ
せ
被
遊
、
一
筋
ハ
御
自
身
御
む
す
ひ
被
遊
」
　
1
　
「
佐
渡
守
涙
く
み
て
同
名
上
野
介

二
語
り
お
し
へ
ら
れ
し
と
加
信
物
語
の
よ
し
」

　
「
大
権
現
様
御
近
習
童
子
衆
に
御
尋
被
遊
候
ハ
、
旗
本
の
者
共
ハ
予
が
事
を
は
何
と
申
そ
と
。
上
意
被
成
候
ヘ
ハ
、
童
子
衆

被
申
上
候
ハ
御
し
わ
く
御
座
候
」
　
1
　
「
加
信
物
語
の
よ
し
」

　
「
関
ヶ
原
乃
明
年
天
下
の
諸
大
名
衆
江
戸
へ
被
致
参
勤
け
れ
は
、
大
権
現
様
御
料
理
被
下
」

　
「
大
権
現
様
御
末
期
の
時
分
、
大
相
国
様
を
御
召
被
遊
、
上
意
に
将
軍
我
が
さ
い
ご
は
や
極
り
た
る
が
天
下
ハ
何
と
被
心
得

候
哉
と
上
意
被
遊
け
れ
バ
」

　
「
大
相
国
様
あ
る
月
の
十
五
日
の
暮
に
御
手
水
を
御
つ
か
ひ
被
遊
け
れ
は
」
　
1
　
「
上
膓
衆
の
物
語
之
由
」

　
「
或
人
の
物
語
に
、
大
権
現
様
の
上
意
未
来
の
御
事
迄
無
相
違
、
辛
酉
の
年
ハ
必
天
の
命
を
御
改
の
年
と
の
御
さ
た
の
時
分

乃
上
意
に
、
我
が
末
ハ
目
出
度
改
へ
き
と
の
御
事
之
由
風
説
致
候
が
」
　
1
　
「
或
人
の
物
語
」

『東照宮御遺訓』の形成

　
池
田
本
附
録
の
特
徴
を
列
挙
す
れ
ば
、
ま
ず
第
一
に
、
「
和
尚
の
出
語
に
現
世
を
い
の
る
ハ
～
」
（
第
二
二
条
）
、
「
如
来
の
金
言
」
（
第

一
〇
、
二
一
条
）
と
仏
説
を
多
く
引
用
し
て
い
る
。
第
二
六
条
で
は
、
「
天
文
十
一
壬
寅
年
の
御
誕
生
、
御
年
十
八
歳
二
て
三
国
相
伝
大

　
　
　
　
　
ハ
マ
こ

乗
の
浄
土
法
句
お
さ
と
り
被
遊
、
五
重
相
伝
を
御
う
け
被
成
、
毎
日
御
念
仏
御
お
こ
た
り
不
被
成
、
大
慈
悲
乃
御
化
身
二
て
様
々
の
大
な

ん
を
御
し
の
き
被
遊
。
五
十
九
歳
二
て
天
下
の
御
主
と
御
成
被
成
」
云
々
と
、
家
康
を
阿
弥
陀
の
化
身
と
見
な
し
て
お
り
、
基
盤
と
す
る

思
想
は
、
本
文
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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パ
マ
マ
レ

　
第
二
の
特
徴
は
、
池
田
本
附
録
に
は
、
「
天
地
長
久
御
代
万
歳
し
る
へ
し
と
本
田
佐
渡
守
殿
物
語
の
よ
し
」
（
第
一
条
の
末
尾
）
と
、
そ

の
話
の
出
所
が
特
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
本
田
佐
渡
守
」
と
は
、
「
佐
渡
守
上
野
介
に
語
り
被
聞
」
「
上
野
介
（
中
略
）
奢
強
く

（
中
略
）
身
代
滅
亡
成
」
（
第
一
三
条
）
等
と
い
う
文
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
家
康
の
腹
心
で
あ
っ
た
本
多
佐
渡
守
正
信
（
天
文
七
〈
一

五
三
八
〉
～
元
和
二
く
一
六
一
六
V
、
上
野
介
と
は
本
多
正
純
の
こ
と
）
で
あ
る
。
『
御
遺
訓
』
と
並
ぶ
当
代
の
代
表
的
な
政
道
書
で
あ
る

『
本
佐
録
』
の
作
者
に
擬
せ
ら
れ
る
こ
の
本
多
正
信
が
、
池
田
本
附
録
で
も
家
康
の
逸
話
を
伝
え
る
人
物
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
「
佐
渡
守
殿
物
語
」
と
特
記
さ
れ
る
の
は
、
第
一
、
三
、
四
、
一
〇
、
一
七
、
一
八
、
二
二
条
の
七
ヶ
条
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、

「
佐
渡
守
涙
く
み
て
同
名
上
野
介
二
語
り
お
し
へ
ら
れ
し
と
加
信
物
語
の
よ
し
」
（
第
二
三
条
の
末
尾
）
、
「
本
田
加
信
物
語
の
由
」
（
第
一

三
条
）
等
と
、
本
多
正
信
の
言
行
を
伝
え
た
人
物
と
し
て
本
多
加
信
（
経
歴
等
未
詳
）
が
登
場
し
て
い
る
。
「
加
信
物
語
」
は
、
第
五
、

一
三
、
一
四
、
一
九
、
二
〇
、
二
三
、
二
四
条
の
七
ヶ
条
で
あ
る
。
第
一
二
条
に
は
、
加
信
の
名
は
見
え
な
い
が
、
「
佐
渡
守
殿
上
野
介

殿
に
語
り
被
聞
」
と
あ
り
、
本
多
正
信
の
言
行
を
伝
え
て
い
る
。
他
に
出
所
を
記
し
て
い
る
も
の
に
、
「
上
鵬
衆
の
物
語
之
由
」
と
上
腐

衆
の
物
語
が
一
条
（
第
一
一
七
条
）
、
「
掃
部
後
に
さ
ん
け
被
仕
た
り
と
也
」
（
第
八
条
）
と
土
方
掃
部
頭
の
逸
話
が
一
条
あ
る
が
、
全
二
八

条
の
う
ち
一
五
条
が
本
多
正
信
・
加
信
を
出
所
と
す
る
物
語
な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
池
田
本
附
録
－
改
訂
本
附
録
（
と
も
に
全
二
八
条
）
の
対
応
関
係
を
整
理
し
た
の
が
、
表
四
で
あ
る
（
便
宜
上
、
池
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

本
を
基
に
そ
れ
が
改
訂
本
の
第
何
条
に
あ
た
る
か
を
示
し
た
）
。

　
両
者
が
対
応
す
る
の
は
、
全
二
八
条
の
う
ち
ー
改
訂
本
附
録
で
い
え
ば
第
一
～
七
、
九
～
一
二
、
一
四
、
一
六
条
の
1
二
二
ヶ
条

に
過
ぎ
ず
、
両
者
の
内
容
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
改
訂
本
附
録
で
は
、
第
一
九
条
か
ら
二
七
条
ま
で
諸
家
の
廃
絶
及
び
熊
沢
蕃
山
．

野
中
兼
山
の
失
脚
な
ど
の
歴
史
的
事
件
を
具
体
的
に
挙
げ
て
お
り
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
ま
で
の
記
事
（
野
中
兼
山
の
失
脚
、
第
二

一
条
）
を
載
せ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
池
田
本
附
録
に
は
こ
れ
に
対
応
す
る
条
は
な
く
、
徳
川
忠
長
の
改
易
を
述
べ
た
第
二
七
条
ー
寛
永
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八
年
（
一
六
三
一
）
の
記
事
ー
が
も
っ
と
も
新
し
い
。
よ
っ
て
池
田
本
附
録
の
み
か
ら
改
訂
本
附
録
が
で
き
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
池

田
本
附
録
は
改
訂
本
附
録
の
直
接
の
原
本
た
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
改
訂
原
本
は
何
か
。

　
池
田
家
文
庫
に
、
外
題
で
『
御
遺
訓
補
遺
』
（
番
号
一
五
三
）
、
内
題
で
『
御
遺
訓
　
井
上
主
計
頭
覚
書
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
一
冊
の

　
　
　
　
（
3
6
）

写
本
が
あ
る
。
こ
の
内
題
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
書
（
以
下
『
補
遺
』
と
略
記
）
は
、
通
行
の
『
御
遺
訓
』
（
改
訂
本
）
と
『
井

上
主
計
頭
覚
書
』
と
が
異
な
る
こ
と
に
気
付
い
た
あ
る
人
物
が
両
者
を
比
較
し
て
、
後
者
に
独
目
の
文
章
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ

の
作
業
を
い
つ
誰
が
行
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
点
で
史
料
的
に
難
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
抄
出
し
た
箇
所
は
『
覚
書
』
・
上
田
本
に
該

当
す
る
文
が
あ
り
、
こ
の
系
統
の
写
本
で
あ
る
と
い
え
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
書
に
は
「
御
遺
訓
附
録
」
と
題
し
、
『
覚
書
㌣

上
田
本
に
は
な
い
附
録
を
載
せ
、
し
か
も
そ
の
内
容
が
改
訂
本
附
録
と
大
幅
に
違
う
た
め
か
そ
の
大
部
分
を
書
写
し
て
い
る
（
こ
こ
か
ら

『
覚
書
』
・
上
田
本
に
も
、
も
と
も
と
は
附
録
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
）
。

　
こ
の
『
補
遺
』
附
録
全
二
五
条
と
改
訂
本
附
録
・
池
田
本
附
録
と
の
対
応
関
係
を
記
し
た
の
が
、
表
五
で
あ
る
（
『
補
遺
』
附
録
を
基

に
表
示
し
た
）
。
『
補
遺
』
附
録
と
対
応
す
る
改
訂
本
附
録
は
一
四
ヶ
条
で
あ
り
、
こ
の
『
補
遺
』
附
録
も
改
訂
原
本
で
は
な
い
。
『
補
遺
』

表
四

『東照宮御遺訓』の形成

改　池
　田
　本
　附
　録

改　池
　田
　本
　附
　録

24 1

25 9　2

1　26
4

2　3

4
5
6
7
　
4

16　27

28

5

10　6

7

11　8

9

12　10

12　11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23
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池
改
需
田
　
訂
　
遺
本
　
本
　
』
附
　
附
　
附
録
　
録
　
録

1

1　2

2　9　3

3　2　4
3
　
4
　
5
　
6

4　7　5

5　8　6

6　10　7

7　　　　8

8　11　9

9　　　10

10　12　11

1

12　　　12

13　　　13

14　　　14

15　　　15

16

17

18

19

20

21

22

27　23

24

22　25

附
録
の
第
｝
条
は
、
井
上
主
計
頭
正
就
の
素
性
・
経
歴
等
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
改
訂
本
附
録
・
池
田
本
附
録
の
ど
ち
ら
に
も
な
い
が
、

実
は
、
前
述
の
上
田
本
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
「
道
斎
聞
書
」
と
］
致
し
て
い
る
。
ま
た
『
補
遺
』
附
録
の
第
三
～
一
五
条
ま
で
は
、
池
田

本
附
録
の
第
二
～
一
五
条
と
対
応
し
て
い
る
。
話
者
に
つ
い
て
は
、
「
補
遺
』
附
録
第
一
一
～
一
四
条
ま
で
は
、
各
条
の
冒
頭
で
「
本
多

加
信
物
語
に
」
云
々
と
い
う
。
し
か
も
こ
の
本
多
加
信
の
素
性
に
つ
い
て
、
『
補
遺
』
附
録
第
六
条
に
お
い
て
、
「
本
多
佐
渡
守
近
き
一
家

　
　
　
　
マ
マ
レ

に
本
多
可
信
と
い
ふ
人
、
其
身
不
仕
合
成
故
御
奉
公
不
成
し
て
、
佐
渡
殿
養
ひ
と
て
被
居
。
随
分
智
恵
深
き
人
成
故
、
佐
渡
守
殿
御
内
談

相
手
に
取
成
し
か
、
上
野
介
殿
ハ
不
相
口
に
て
江
戸
の
住
居
に
て
一
家
の
合
力
を
請
被
居
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
が
真
実
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、
加
信
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
で
あ
る
。
他
に
話
者
が
挙
が
っ
て
い
る
も
の
に
、
土
方
「
掃
部
殿
物
語
」
（
第
九
条
）
、
「
去
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

人
の
物
語
」
（
第
四
条
）
、
「
在
人
の
物
語
」
（
第
五
条
）
が
あ
る
。

　
な
お
、
『
補
遺
』
附
録
に
挙
げ
ら
れ
た
歴
史
的
事
件
の
中
で
も
っ
と
も
新
し
い
の
は
、
第
二
三
条
の
前
半
に
描
か
れ
た
「
家
綱
公
御
代

初
め
に
正
雪
と
い
ふ
浪
人
、
諸
浪
人
を
語
ら
ひ
徒
党
を
仕
け
れ
と
、
謀
顕
れ
て
正
雪
ハ
駿
河
二
而
目
害
す
。
其
」
党
品
川
の
末
鈴
か
森
二

而
刑
罰
に
行
ハ
る
、
見
物
の
群
衆
す
」
云
々
と
い
う
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
の
い
わ
ゆ
る
慶
安
事
件
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
こ

れ
を
見
物
し
て
い
た
「
白
髪
の
老
翁
」
の
話
と
し
て
、
「
正
雪
油
井
氏
を
改
め
楠
氏
と
名
乗
、
殊
二
正
成
流
と
い
ふ
軍
法
を
立
て
」
、
「
正

成
の
志
」
を
立
て
、
「
武
家
へ
敵
」
し
た
の
だ
と
、
由
井
正
雪
の
志
を
賞
美
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
改
訂
本
附
録
は
、
こ
の
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正
雪
の
話
題
を
全
面
的
に
カ
ッ
ト
し
て
、
後
半
部
「
品
川
宿
は
つ
れ
に
大
門
有
」
か
ら
第
二
七
条
を
開
始
し
て
い
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く

と
し
て
、
慶
安
事
件
を
載
せ
る
『
補
遺
』
附
録
は
、
慶
安
四
年
以
後
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
池
田
本
附
録
も
『
補
遺
』
附
録
も
、
の
ち
の
改
訂
本
附
録
と
対
応
し
な
い
条
が
半
数
程
あ
る
。
で
は
何
に
拠
っ
て
改
訂
本

附
録
は
作
成
さ
れ
た
の
か
。
い
よ
い
よ
今
回
に
見
出
さ
れ
た
島
原
本
附
録
を
検
討
し
よ
う
。
島
原
本
附
録
は
、
先
に
も
見
た
よ
う
に
内
題

が
『
東
照
宮
御
遺
訓
附
巻
／
松
永
左
門
良
明
入
道
道
斎
聞
書
』
で
あ
り
、
松
永
道
斎
の
聞
き
書
き
だ
と
い
う
。
松
永
道
斎
は
、
『
覚
書
』
．

上
田
本
の
冒
頭
の
前
書
き
に
も
出
て
く
る
人
物
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
井
上
正
就
か
ら
家
康
の
言
行
を
聞
き
『
御
遺
訓
』
を
ま
と
め
た

の
が
こ
の
道
斎
だ
と
い
う
。
し
か
も
上
田
本
の
タ
イ
ト
ル
は
『
松
永
道
斎
聞
書
』
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
一
の
内
題
を
も
つ
島
原
本
附
録
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
内
閣
文
庫
に
や
は
り
道
斎
の
名
を
冠
し
た
『
道
斎
記
』
（
番
号
五
〇
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両

本
と
改
訂
本
附
録
・
『
補
遺
』
附
録
・
池
田
本
附
録
と
の
対
応
関
係
を
整
理
し
た
の
が
、
次
の
表
六
で
あ
る
（
島
原
本
附
録
を
基
に
そ
れ

が
各
本
の
第
何
条
に
あ
た
る
か
を
示
し
た
）
。

　
ま
ず
島
原
本
附
録
（
全
三
九
条
）
と
『
道
斎
記
』
（
全
三
六
条
）
と
を
比
べ
る
と
、
島
原
本
の
第
一
八
条
、
二
四
条
に
対
応
す
る
条
が

『
道
斎
記
』
に
は
な
い
。
そ
の
他
の
条
は
ほ
ぼ
同
文
だ
が
、
条
の
順
番
が
二
箇
所
異
な
っ
て
い
る
（
島
原
本
附
録
第
一
一
、
一
二
条
と
第

二
九
～
三
二
条
に
対
応
す
る
箇
所
）
。
両
本
と
も
、
も
っ
と
も
新
し
い
歴
史
的
事
件
は
、
高
知
藩
の
野
中
兼
山
の
失
脚
（
寛
文
三
年
〈
一

六
六
三
〉
、
島
原
本
附
録
第
三
二
条
1
『
道
斎
記
』
第
三
六
条
）
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
両
本
と
改

訂
本
附
録
と
を
比
較
す
る
と
、
『
道
斎
記
』
に
は
対
応
す
る
箇
条
が
な
い
島
原
本
附
録
第
一
八
条
と
、
改
訂
本
附
録
第
一
五
条
と
が
対
応

し
て
い
る
。
島
原
本
附
録
は
、
改
訂
本
附
録
の
す
べ
て
の
条
に
対
応
し
て
お
り
、
条
の
順
番
も
改
訂
本
附
録
は
島
原
本
附
録
の
そ
れ
を
ほ

ぼ
踏
襲
し
て
い
る
（
第
三
・
四
条
、
第
三
三
・
三
四
条
で
一
部
順
番
が
前
後
す
る
の
み
）
。
す
な
わ
ち
島
原
本
附
録
が
あ
れ
ば
、
改
訂
本

附
録
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
改
訂
本
附
録
の
全
条
に
対
応
す
る
条
を
有
す
る
島
原
本
附
録
こ
そ
が
、
改
訂
本
附
録
の
直
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表
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池蒲邉島改田　遺　　　原　訂本　』　斎　本　本

疑購

池蒲這島改田　也　　　原　訂　退本　』　斎　本　本

醒購
17　19　23 1　1　1

18　　　24 2　2　2　　1

19　20　25 2　3　3　3　9
20　21　26 3　4　4　4　2

　　　3
　　　4
　　　5
　　　6

21　22　27

22　23　28

33　29　19

34　30　20 4　5　5　5　7
35　31 5　6　6　6　8
36　32　21 6　7　7　7　10

24　33　23 7　8　8　8

25　25　34　22

　　23
　　24

8　9　9　9　11

9　10　10　10

10　11　31　11　12

126　35　25

27　36　26
12　12　32　12

23　28　37　27
13　13　11　13

29　38　28
14　14　12　14

24　30　39
15　15　13　15

14　16　13

26　　　14　17　14

18　15

27　　　15　19　16

16　16　20

17　21　17

18　22　18

248

接
の
原
形
だ
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
島
原
本
附
録
（
寛
文
三
年
く
一
六
六
三
V
以
後
成
立
）
は
、
池
田
本
附
録
（
寛
永
八
年
〈
一
六
三
一
〉
以
後
成
立
Y
『
補
遺
』
附
録

（
慶
安
四
年
〈
一
六
五
一
〉
以
後
成
立
）
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
表
六
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
『
補
遺
』
附
録
は
、
そ

の
全
条
が
島
原
本
附
録
に
入
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
池
田
本
附
録
は
一
六
ヶ
条
対
応
す
る
一
方
で
、
ま
っ
た
く
対
応
し
な
い
池
田
本
附
録

に
独
自
な
条
文
が
一
二
ヶ
条
（
第
一
、
一
六
～
二
五
、
二
八
条
）
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
百
姓
」
か
ら
年
貢
を
ど
う
取
る
か
と
い
う
具



『東照宮御遺訓』の形成

体
論
ま
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
仁
政
に
基
づ
く
農
政
の
あ
り
方
が
説
か
れ
て
い
る
（
前
掲
表
三
参
照
）
。
池
田
本
の
本
文
も
、

た
よ
う
に
、
特
異
な
文
章
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
池
田
本
全
体
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
が
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

　
さ
て
、
次
の
表
七
は
、
島
原
本
附
録
各
条
の
冒
頭
一
句
と
話
者
（
記
し
て
あ
る
も
の
の
み
）
と
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

り
な
が
ら
、
島
原
本
附
録
の
特
徴
を
見
て
お
こ
う
。

　
表
七

先
ほ
ど
見

こ
れ
に
よ

一
　
　
「
井
上
主
計
頭
殿
御
父
ハ
井
上
半
右
衛
門
殿
ト
申
シ
テ
」

一一

「
相
国
様
ハ
小
松
大
臣
以
来
ノ
名
将
軍
ト
」

三
　
　
「
東
照
権
現
様
御
幼
君
ニ
テ
竹
千
代
様
ト
申
シ
奉
リ
シ
頃
尾
州
熱
田
ノ
町
人
黒
ツ
ク
ミ
ト
云
ル
」

四
　
　
「
権
現
様
御
意
二
王
法
軍
法
三
宝
」

五
　
　
「
或
人
ノ
物
語
二
権
現
様
御
詠
歌
二
、
人
多
キ
人
ノ
中
ニ
モ
」
　
ー
　
「
或
人
ノ
物
語
」

六
　
　
「
権
現
様
御
在
伏
見
ノ
節
或
日
ノ
未
刻
二
」
　
1
　
「
加
信
物
語
コ
レ
ア
リ
シ
ナ
リ
」

七
　
　
「
或
人
ノ
物
語
二
太
閤
相
国
秀
吉
公
ノ
上
意
二
人
ハ
入
コ
ト
ト
不
レ
入
」
　
1
　
「
或
人
ノ
物
語
」

八
　
　
「
権
現
様
御
在
伏
見
ノ
時
分
、
或
夜
密
二
御
屋
敷
中
ノ
沙
汰
二
」

九
　
　
「
太
閤
様
大
坂
千
貫
矢
倉
ニ
テ
内
府
様
御
家
中
ノ
馬
共
御
覧
ナ
サ
ル
ニ
」
　
1
　
「
土
方
掃
部
殿
物
語
」

一
〇
　
「
太
閤
様
御
他
界
ノ
時
分
内
府
様
御
領
分
ノ
出
家
山
伏
職
人
町
人
順
礼
」

一
一
　
「
本
多
加
信
物
語
二
相
国
様
御
下
心
ハ
於
国
様
二
天
下
ヲ
御
譲
リ
ナ
サ
ル
」
　
1
　
「
本
多
加
信
物
語
」

一
二
　
「
本
多
加
信
物
語
二
同
名
佐
渡
守
ガ
上
野
介
二
語
リ
聞
セ
ラ
ル
・
ハ
、
或
ト
キ
権
現
様
上
意
二
大
小
上
下
共
二
道
理
ヲ
知
ル

　
　
コ
ト
根
元
ナ
リ
」
　
；
　
「
本
多
加
信
物
語
」
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二
一
一九八七六五四三二一〇九八七六五四
「
本
多
加
信
物
語
二
云
ク
、
或
ト
キ
同
名
佐
渡
守
上
野
介
二
語
リ
聞
セ
ラ
ル
・
ハ
武
家
ハ
軍
法
ヲ
諸
道
ノ
根
元
ト
ス
」

「
本
多
加
信
物
語
」

「
加
信
物
語
二
権
現
様
上
意
二
武
家
二
軍
法
正
シ
キ
ト
キ
ハ
悪
変
シ
テ
吉
ト
ナ
ル
」
　
1
　
「
加
信
物
語
」

「
権
現
様
浜
松
御
在
城
ノ
時
分
、
駿
河
へ
御
打
入
ナ
サ
レ
御
帰
陣
ノ
ト
キ
阿
部
川
ノ
ハ
タ
ニ
人
煮
釜
ア
リ
」

「
相
国
様
御
他
界
ノ
後
、
雅
楽
頭
殿
ハ
西
ノ
御
丸
へ
御
移
リ
ナ
サ
レ
、
弥
天
下
ノ
後
見
ナ
リ
」

「
本
多
加
信
物
語
二
権
現
様
御
末
期
ノ
ト
キ
相
国
様
ヲ
召
サ
セ
ラ
レ
」
　
1
　
「
本
多
加
信
物
語
」

「
御
本
丸
様
ヨ
リ
西
丸
様
へ
物
マ
ネ
ヲ
ヨ
ク
仕
候
盲
目
ヲ
御
慰
ノ
タ
メ
ト
テ
」

「
相
国
様
或
月
ノ
十
五
日
ノ
昏
二
御
手
水
御
遣
ナ
サ
レ
」
　
1
　
「
上
膓
衆
ノ
物
語
」

「
森
川
出
羽
守
殿
相
国
様
御
他
界
ノ
ト
キ
御
供
ノ
最
期
二
」

「
家
光
様
御
幼
君
ノ
ト
キ
ハ
御
内
気
ニ
テ
御
坐
ナ
サ
レ
候
ガ
御
年
二
十
ノ
内
外
ハ
」

「
家
光
様
ハ
物
コ
ト
御
愈
議
大
方
ナ
ラ
ス
御
前
ニ
テ
御
咄
ノ
衆
権
現
様
ノ
御
コ
ト
咄
シ
」

「
家
光
様
竹
千
代
様
ノ
御
誕
生
ノ
翌
年
午
ノ
年
ノ
三
月
二
」

「
公
方
様
御
老
中
毎
日
四
時
御
出
仕
ナ
リ
家
光
様
式
目
ノ
四
ッ
」

「
家
光
様
御
六
ッ
ノ
御
年
御
遊
ヒ
ノ
間
ニ
テ
山
王
祭
ノ
マ
ナ
ヒ
」

「
家
綱
様
御
年
御
十
丁
一
テ
将
軍
宣
下
ノ
後
三
階
ノ
御
矢
倉
へ
御
成
候
ト
キ
」

「
家
光
公
御
他
界
ノ
時
分
讃
岐
守
殿
ハ
袖
ノ
乾
ク
イ
ト
マ
ナ
ク
」

「
家
光
公
御
他
界
ノ
時
分
御
供
堀
田
加
賀
守
殿
知
行
十
六
万
石
常
々
ノ
家
法
」

「
浮
田
中
納
言
秀
家
滅
亡
ノ
コ
ト
浮
田
家
ヲ
取
立
シ
忠
臣
ハ
」
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九八七六五四三二一〇
「
本
多
加
信
物
語
二
、
福
嶋
左
衛
門
太
夫
殿
身
体
滅
亡
ノ
ト
キ
相
国
様
各
老
中
」
　
1
　
「
本
多
加
信
物
語
」

「
下
野
守
様
御
逝
去
ノ
ト
キ
小
笠
原
監
物
松
嶋
ヨ
リ
上
リ
」

「
備
前
ノ
国
主
池
田
新
太
郎
殿
出
頭
人
熊
沢
二
郎
八
ト
云
フ
儒
者
」
　
1
　
「
無
清
物
語
」
某
松
永
道
斎

「
松
平
石
見
守
殿
御
身
体
滅
亡
ノ
コ
ト
」

「
讃
岐
国
主
生
駒
壱
岐
守
殿
身
体
滅
亡
ノ
事
」

「
古
田
兵
部
殿
滅
亡
之
事
兵
部
殿
煩
ニ
テ
」

「
加
藤
肥
後
守
殿
御
身
体
滅
亡
ナ
サ
レ
候
ハ
」

「
家
光
公
御
他
界
ノ
年
家
綱
公
御
代
初
、
由
井
正
雪
ト
云
フ
浪
人
」
　
1
　
「
白
髪
ノ
老
翁
」
某
松
永
道
斎

「
井
伊
掃
部
殿
家
老
岡
本
半
助
或
時
掃
部
殿
へ
申
上
ル
ハ
、
人
ハ
兼
テ
ノ
覚
悟
第
一
ナ
リ
」

「
水
戸
中
納
言
様
御
嫡
子
中
将
様
松
平
伊
豆
守
殿
嫡
子
甲
斐
守
殿
」

『東照宮御遺訓』の形成

　
話
者
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
第
五
～
七
、
九
、
一
一
～
一
四
、
一
七
、
一
九
条
ま
で
は
、
い
ず
れ
も
池
田
本
附
録
に
も
あ
る
。
こ
れ
は
、

研
究
の
現
時
点
で
は
、
池
田
本
附
録
よ
り
前
の
附
録
が
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
池
田
本
附
録
を
典
拠
と
し
た
も
の
だ
と
推
測
し
て
お
き
た

い
。
た
だ
し
「
加
信
物
語
」
と
し
な
が
ら
も
第
三
〇
条
の
福
島
正
則
改
易
事
件
に
つ
い
て
は
、
池
田
本
附
録
に
は
な
い
。
秀
忠
と
本
多
佐

渡
守
と
の
対
話
で
あ
る
た
め
「
加
信
物
語
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
典
拠
は
未
詳
で
あ
る
。
第
三
二
条
と
第
三
七
条
は
、
と
も
に

「〔

瓢
し
、
松
水
道
斎
」
と
・
こ
の
書
の
筆
録
者
と
さ
れ
る
松
水
道
斎
自
身
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
第
三
二
条
で
は
、
「
土
佐
国
老
人
無
清
卜

申
ス
目
医
者
二
野
中
主
計
コ
ト
尋
候
ヘ
バ
、
伝
へ
承
リ
シ
ヨ
リ
発
明
ナ
ル
人
ニ
テ
候
ツ
ル
カ
、
上
意
ニ
テ
主
計
身
体
ヲ
御
潰
ナ
サ
レ
土
佐

ノ
在
郷
へ
逼
塞
シ
居
申
候
ガ
、
其
后
病
死
仕
候
ヨ
シ
、
無
清
物
語
仕
候
」
と
、
野
中
兼
山
の
失
脚
・
病
死
を
無
清
と
い
う
老
目
医
者
か
ら

251



一橋大学研究年報　社会学研究　39

聞
い
た
と
道
斎
は
い
う
。
他
方
、
第
三
七
条
で
は
、
「
白
髪
の
老
翁
」
が
語
る
の
を
道
斎
は
「
心
ヲ
シ
ツ
メ
耳
ヲ
ソ
バ
ダ
テ
聞
暮
ユ
キ
シ

カ
、
此
老
人
ト
近
付
ヘ
シ
ト
思
ヒ
シ
内
二
何
国
ト
モ
ナ
ク
見
失
ヒ
行
方
シ
ラ
ス
」
と
、
聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
し
た
が
老
人
を
見
失
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。
松
永
道
斎
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
他
に
史
料
が
な
く
そ
の
実
態
は
漠
と
し
て
い
る
。
『
御
遺
訓
』
（
本
文
）
で
は
『
覚

書
』
．
上
田
本
の
筆
録
者
と
し
て
、
附
録
で
は
島
原
本
附
録
・
『
道
斎
記
』
の
筆
録
者
と
し
て
、
そ
の
名
が
挙
が
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ

が
改
訂
本
の
直
接
の
原
本
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
御
遺
訓
』
本
文
・
附
録
の
形
成
史
上
、
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
松
永
道

斎
に
関
す
る
史
料
の
掘
り
起
こ
し
が
今
後
、
必
要
と
な
ろ
う
。
な
お
、
改
訂
本
附
録
で
は
、
話
者
を
削
除
す
る
か
、
「
或
人
の
物
語
に
」

（
第
一
二
条
、
島
原
本
附
録
で
は
「
本
多
加
信
物
語
二
」
）
と
匿
名
に
し
て
い
る
。
松
永
道
斎
の
名
も
削
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
島
原
本

附
録
の
思
想
的
特
徴
と
し
て
は
、
（
本
文
と
同
様
）
「
如
来
ノ
金
言
二
」
（
第
一
一
条
）
等
と
仏
説
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
も
、
改
訂
本
附
録
で
は
注
意
深
く
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

　
と
こ
ろ
で
、
益
軒
が
渉
猟
し
た
雑
記
及
び
益
軒
目
身
の
見
聞
集
を
貝
原
常
春
が
編
集
し
た
『
朝
野
雑
載
』
な
る
書
物
が
あ
る
。
全
一
五

巻
か
ら
な
り
、
成
立
年
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
末
尾
に
は
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
の
西
国
飢
饒
の
様
子
が
描
写
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
よ
り
後
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
雑
記
帳
に
附
録
の
文
章
が
い
く
つ
も
引
用
さ
れ
て
い
る
（
ち
な
み
に
出
典
の
銘
記
は
な
い
）
。

具
体
的
に
、
い
く
つ
か
見
て
お
こ
う
。

　
①
『
朝
野
雑
載
』
巻
二
に
、
家
康
が
竹
千
代
と
名
乗
っ
て
い
た
頃
、
尾
張
熱
田
の
町
人
が
物
真
似
を
す
る
鳥
を
献
上
し
た
と
い
う
逸

話
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
島
原
本
附
録
の
第
三
条
、
改
訂
本
附
録
の
第
九
条
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
島
原
本
附
録
と
改
訂
本
附

録
と
の
間
で
文
章
の
異
同
は
な
く
、
益
軒
が
ど
ち
ら
か
ら
引
用
し
て
い
る
か
不
詳
で
あ
る
。

　
②
　
『
朝
野
雑
載
』
巻
二
に
、
家
康
が
浜
松
に
居
た
と
き
に
駿
府
で
人
を
煎
り
殺
す
釜
を
入
手
し
た
と
い
う
逸
話
が
引
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
島
原
本
附
録
（
第
｝
五
条
Y
『
道
斎
記
㌣
『
補
遺
』
附
録
・
池
田
本
附
録
に
は
見
え
る
が
、
改
訂
本
附
録
に
は
な
い
条
文
で
あ
る
。
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こ
れ
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
益
軒
が
改
訂
以
前
の
附
録
を
実
際
に
見
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
③
『
朝
野
雑
載
』
巻
一
に
、
「
井
上
主
計
頭
、
父
は
井
上
半
右
衛
門
と
て
、
知
行
百
五
拾
石
取
し
士
也
。
（
中
略
）
不
慮
に
戸
島
が
為

に
殺
さ
れ
ぬ
」
云
々
と
井
上
正
就
の
素
性
・
経
歴
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
島
原
本
附
録
（
第
一
条
Y
『
補
遺
』
附
録
、
そ
し
て
上
田
本

の
「
道
斎
聞
書
」
に
見
え
る
も
の
で
あ
り
、
改
訂
本
附
録
に
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
や
は
り
益
軒
の
手
元
に
は
改
訂
以
前
の
附
録
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
④
『
朝
野
雑
載
』
巻
二
に
、
「
物
真
似
を
よ
く
す
る
盲
目
」
を
無
用
と
し
た
逸
話
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
は
改
訂
本
附
録
（
第
一
五

条
）
に
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
改
訂
以
前
の
諸
本
で
は
（
現
存
が
確
認
さ
れ
る
も
の
で
は
）
島
原
本
附
録
の
み
に
見
え
る
条
文
（
第
一
八

条
）
で
あ
る
。
益
軒
が
島
原
本
附
録
の
系
統
の
写
本
を
手
元
に
置
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

　
⑤
　
『
朝
野
雑
載
』
巻
八
に
、
福
島
正
則
が
「
仁
心
少
も
な
く
、
唯
武
勇
一
遍
の
将
な
る
故
、
悪
逆
無
道
の
挙
動
の
み
多
」
く
、
備

後
・
安
芸
両
国
の
「
人
民
」
を
苦
し
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
家
康
に
よ
り
改
易
さ
れ
た
の
も
や
む
な
し
と
い
う
本
多
正
信
の
発
言
を
引
い

て
い
る
。
こ
れ
は
島
原
本
附
録
（
第
三
〇
条
Y
改
訂
本
附
録
（
第
二
〇
条
）
に
載
る
福
島
正
則
改
易
事
件
に
関
す
る
逸
話
で
あ
る
。
そ

の
一
部
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
　
両
国
人
民
二
六
時
申
、
焔
の
内
に
居
る
が
ご
と
く
、
八
大
地
獄
の
苦
し
み
は
今
の
左
衛
門
が
領
分
な
り
と
い
ふ
（
『
朝
野
雑
載
』
）

　
　
此
故
二
両
国
ノ
人
民
二
六
時
中
咽
ノ
中
二
住
、
偏
二
八
大
地
獄
ノ
苦
ト
云
フ
ハ
、
今
ノ
左
衛
門
大
夫
力
領
分
也
ト
云
シ
（
島
原
本
）

　
　
此
故
に
両
国
の
人
民
二
六
時
中
焔
の
中
に
住
が
ご
と
し
（
改
訂
本
）

　
三
者
を
比
べ
れ
ば
、
一
目
瞭
然
、
『
朝
野
雑
載
』
の
表
現
は
島
原
本
附
録
と
一
致
し
て
い
る
。
益
軒
は
島
原
本
附
録
の
系
統
の
写
本
を

確
か
に
利
用
し
て
お
り
、
こ
の
箇
所
を
引
用
し
な
が
ら
も
、
改
訂
に
際
し
て
、
「
八
大
地
獄
」
と
い
う
仏
教
的
宇
宙
観
に
も
と
づ
く
言
葉

を
削
除
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
や
は
り
附
録
の
改
訂
者
も
益
軒
で
あ
る
と
断
言
し
て
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。
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む
す
び
に
か
え
て

　
以
上
、
『
御
遺
訓
』
及
び
附
録
の
形
成
過
程
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
改
訂
本
『
御
遺
訓
』
が
依
拠
し
た
改
訂
原
本
は
上
田

本
．
『
覚
書
』
系
統
の
写
本
で
あ
り
、
改
訂
本
附
録
が
拠
っ
た
改
訂
原
本
は
島
原
本
附
録
系
統
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
と
な
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
現
在
ま
で
の
『
御
遺
訓
』
諸
本
の
掘
り
起
こ
し
の
成
果
を
も
と
に
し
た
中
問
報
告
に
過
ぎ
ず
、
今
後

も
調
査
を
継
続
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
で
は
、
『
御
遺
訓
』
の
形
成
に
関
す
る
若
干
の
論
点
を
提
示
し
て
む
す
び
に
か
え
た
い
。

　
ま
ず
改
訂
本
附
録
の
原
本
と
推
定
さ
れ
る
島
原
本
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
島
原
本
の
本
文
は
、
途
中
ま
で
が
改
訂
本
、

途
中
か
ら
は
改
訂
原
本
に
対
応
す
る
き
わ
め
て
特
異
な
写
本
で
あ
っ
た
。
そ
の
附
録
が
現
在
の
と
こ
ろ
改
訂
原
本
に
も
っ
と
も
近
い
と
い

う
こ
と
を
加
味
す
る
と
、
改
訂
途
中
の
本
が
書
写
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
本
文
の
前
半
部
分
を
欠
い
た
写

本
（
す
な
わ
ち
本
文
の
第
八
条
か
ら
附
録
ま
で
）
を
入
手
し
た
者
が
、
そ
の
欠
落
を
一
般
に
流
布
し
て
い
る
改
訂
本
を
書
き
写
す
こ
と
で

補
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
現
存
す
る
最
古
の
写
本
で
あ
る
池
田
本
『
御
遺
訓
ヤ
附
録
の
位
置
づ
け
も
問
題
と
な
る
。
承
応
三
年
と
い
う
古
い
書
写
年

を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
本
文
も
附
録
も
、
改
訂
本
に
直
接
つ
な
が
る
も
の
（
改
訂
原
本
）
で
は
な
か
っ
た
。
池
田
本
『
御
遺

訓
』
は
、
上
田
本
・
『
覚
書
』
系
写
本
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
稿
で
は
、
原
『
御
遺
訓
』
に
「
も
っ
と
も
近
い

書
物
」
と
推
定
し
て
お
い
た
が
、
池
田
本
が
、
上
田
本
・
『
覚
書
』
系
写
本
よ
り
前
な
の
か
後
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
附
録
は
、
そ
の
記
事
の
内
容
か
ら
し
て
池
田
本
が
も
っ
と
も
古
い
と
推
定
さ
れ
る
が
、
本
文
に
つ
い
て
は
確
た
る
証
拠
が
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
問
題
と
は
別
に
興
味
が
引
か
れ
る
の
は
、
池
田
本
が
、
た
と
え
ば
本
文
の
第
一
八
条
で
「
上
意
、
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天
下
の
善
事
を
能
聞
糺
事
第
一
也
。
善
事
の
根
元
ハ
孝
行
そ
。
古
人
も
忠
臣
ハ
孝
子
の
門
汐
出
る
と
な
れ
ハ
、
孝
有
者
ハ
必
忠
有
そ
。

（
中
略
）
善
人
一
人
あ
ぐ
れ
は
万
人
善
道
に
入
そ
」
と
い
い
、
ま
た
第
一
一
条
で
も
、
「
忠
信
の
根
元
は
己
れ
を
明
白
に
し
て
人
を
能
知
る

事
、
大
忠
也
。
人
を
し
る
に
は
先
孝
子
を
あ
け
よ
」
と
、
孝
子
の
顕
彰
を
政
治
の
要
諦
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
改
訂
本
に

も
上
田
本
・
『
覚
書
』
系
写
本
に
も
見
え
な
い
、
池
田
本
独
自
の
見
解
で
あ
る
。
池
田
本
は
、
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
御
旗
本
天
野
弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

五
右
衛
門
」
か
ら
借
り
受
け
て
書
写
し
た
と
い
う
由
来
を
持
つ
。
実
は
、
天
野
弥
五
右
衛
門
長
重
（
元
和
七
〈
一
六
二
一
〉
～
宝
永
二

〈一

〇
五
〉
）
は
、
駿
河
国
今
泉
孝
農
夫
の
顕
彰
を
幕
閣
に
求
め
た
人
物
で
あ
り
、
彼
こ
そ
が
有
名
な
五
代
将
軍
綱
吉
の
孝
子
顕
彰
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姐
）

事
実
上
の
立
役
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
き
、
池
田
本
の
孝
子
顕
彰
論
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
天
野
長
重
は
池
田
本
に
影
響

を
受
け
た
の
か
、
あ
る
い
は
池
田
本
に
天
野
の
手
が
入
っ
て
い
る
の
か
等
と
い
う
、
新
た
な
問
題
が
浮
上
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
附
録
の
形
成
を
考
え
る
と
き
に
、
そ
の
話
者
と
し
て
本
多
佐
渡
守
正
信
（
及
び
正
信
の
言
行
を
伝
え
た
人
物
と
し
て
本
多
加

信
）
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
本
佐
録
』
（
別
名
一
正
信
集
）
の
作
者
に
も
擬
せ
ら
れ
る

こ
の
人
物
が
、
附
録
の
代
表
的
話
者
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
本
佐
録
』
と
『
御
遺
訓
』
は
、
近
世
の
代
表
的
な
政
道
書
で
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
『
本
佐
録
』
の
全
体
、
及
び
改
訂
前
の
原
『
御
遺
訓
』
附
録
の
半
分
ほ
ど
が
、
こ
の
正
信
の
口
を
借
り
て
語
ら
れ
て
い
る
と
い

う
事
実
は
、
両
書
の
形
成
に
つ
い
て
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

　
『
本
佐
録
』
の
出
自
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
室
鳩
巣
（
万
治
一
〈
一
六
五
八
〉
～
享
保
一
九
〈
一
七
三
四
〉
）
も
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
正
信
の
次
男
で
あ
る
金
沢
藩
家
老
本
多
政
重
の
子
孫
の
家
か
ら
出
て
き
た
と
い
う
の
が
、
も
っ
と
も
有
力
な
説
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

鳩
巣
は
、
こ
こ
か
ら
正
信
の
真
作
だ
と
強
弁
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
確
証
は
な
く
、
む
し
ろ
政
重
周
辺
で
作
成
さ
れ
た
可
能
性
を
も
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
掲
拙
著
『
「
太
平
記
読
み
」
の
時
代
』
で
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
本
多
政
重
は
、
『
理
尽
紗
』
の
講
釈
を
深

く
受
容
し
た
人
物
で
あ
り
、
家
臣
の
大
橋
全
可
を
専
任
の
講
釈
師
と
し
て
お
り
、
ま
た
藩
主
の
前
田
光
高
に
勧
め
て
『
理
尽
紗
』
講
釈
を
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受
講
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
政
重
の
周
辺
か
ら
、
『
百
戦
百
勝
伝
』
（
政
重
著
、
現
存
未
確
認
）
、
『
孫
子
陣
宝
抄
聞
書
』
（
大
橋
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

可
編
）
、
『
太
平
記
理
尽
図
経
』
（
同
編
）
等
と
い
っ
た
『
理
尽
紗
』
関
連
書
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
実
は
『
本
佐
録
』
を
詳
細
に
分
析

す
る
と
、
『
理
尽
紗
』
か
ら
の
引
用
・
抜
粋
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
｝
例
の
み
挙
げ
れ
ば
、
『
本
佐
録
』
で
「
天
下
の
為
、
君
の
為
に
、
心

を
尽
し
、
常
久
（
細
川
頼
之
）
一
人
の
法
度
を
以
、
十
四
代
治
り
た
り
」
と
補
佐
の
臣
の
模
範
と
し
て
細
川
頼
之
（
元
徳
一
〈
一
三
二

九
〉
～
明
徳
三
会
三
九
二
〉
）
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
『
太
平
記
』
が
、
頼
之
の
「
執
事
職
」
就
任
に
よ
り
「
中
夏
無
為
ノ
代
二
成
テ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

目
出
カ
リ
シ
事
共
也
」
（
巻
四
〇
末
尾
）
と
、
頼
之
の
登
場
を
も
っ
て
太
平
の
世
が
到
来
し
た
と
し
て
そ
の
長
い
乱
世
の
ド
ラ
マ
を
終
結

さ
せ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
『
太
平
記
』
に
は
頼
之
が
ど
の
よ
う
な
政
道
を
布
い
た
の
か
何
も
述
べ
て
い
な

い
。
そ
の
行
跡
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
の
は
実
は
『
理
尽
妙
』
巻
四
〇
で
あ
り
、
『
本
佐
録
』
は
『
理
尽
紗
』
の
頼
之
像
を
継
承
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
『
本
佐
録
』
も
、
『
理
尽
紗
』
世
界
に
足
場
を
置
い
て
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
『
理
尽
紗
』
関
連
書
を

次
々
と
生
み
出
し
て
い
た
本
多
政
重
周
辺
は
、
作
成
場
所
と
し
て
絶
好
の
環
境
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
現
段
階
で
は
確

た
る
証
拠
は
な
い
が
、
「
本
佐
録
』
の
思
想
的
基
盤
か
ら
そ
の
よ
う
に
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
他
方
、
原
『
御
遺
訓
』
附
録
の
正
信
・
加
信
物
語
は
、
一
族
の
本
多
加
信
が
物
語
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
加
信
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
実
在
す
ら
確
認
で
き
ず
、
本
多
政
重
と
の
関
わ
り
も
含
め
て
こ
の
物
語
が
い
つ
ど
こ
で
形
成
さ
れ
た
か
、
謎
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
「
忠
臣
と
ハ
細
川
武
蔵
入
道
頼
之
が
行
跡
を
能
々
伝
聞
て
忠
功
に
ま
よ
ふ
事
な
か
れ
」
（
池
田
本
附
録
第
一
八
条
）
、
「
細
川

勝
元
己
れ
が
先
祖
武
蔵
入
道
頼
之
が
行
跡
ハ
ま
な
ハ
す
し
て
、
北
条
か
跡
を
お
ひ
」
（
池
田
本
附
録
第
一
二
条
。
島
原
本
附
録
第
一
二
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

等
に
も
ほ
ぼ
同
文
あ
り
）
等
と
、
こ
の
正
信
・
加
信
物
語
も
『
理
尽
紗
』
の
頼
之
像
を
継
承
し
て
い
る
。
実
は
こ
れ
は
、
正
信
・
加
信
物

語
だ
け
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
次
に
挙
げ
た
一
文
は
、
島
原
本
附
録
第
｝
六
条
で
あ
り
、
正
信
・
加
信
物
語
で
は
な
い
。

　
　
相
国
様
御
他
界
ノ
後
、
雅
楽
頭
殿
ハ
西
ノ
御
丸
へ
御
移
リ
ナ
サ
レ
、
弥
天
下
ノ
後
見
ナ
リ
。
雅
楽
頭
殿
逝
去
前
ニ
ハ
威
ヲ
大
炊
殿
へ
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御
譲
リ
ナ
サ
ル
・
ヲ
、
世
ノ
人
ハ
御
前
滞
リ
タ
リ
ト
云
フ
ハ
、
実
ヲ
知
ラ
サ
ル
ユ
ヘ
ナ
リ
。
細
川
武
蔵
入
道
頼
之
ノ
例
ナ
リ
（
改
訂

　
　
本
附
録
第
一
三
条
も
ほ
ぼ
同
文
）

　
後
見
役
の
あ
り
方
を
述
べ
る
と
き
に
、
細
川
頼
之
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
附
録
だ
け
で
は
な
く
、
『
御

遺
訓
』
本
文
で
も
「
家
老
」
の
心
得
を
述
べ
て
、

　
　
頻
に
威
を
こ
の
む
も
の
ハ
、
主
を
た
ふ
ら
か
し
傍
輩
を
た
ら
す
も
の
そ
。
忠
信
と
云
ハ
、
細
川
武
蔵
入
道
頼
之
か
行
跡
を
伝
聞
、
忠

　
　
信
と
武
法
と
を
能
知
れ
（
上
田
本
第
八
条
。
改
訂
本
第
一
六
条
に
は
「
忠
信
と
云
ハ
」
が
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
文
。
池
田
本
第
一
八
条

　
　
に
は
「
忠
臣
と
ハ
、
細
川
武
蔵
入
道
頼
之
か
行
跡
を
能
々
伝
聞
て
忠
功
に
ま
よ
ふ
事
な
か
れ
と
の
御
事
」
）

と
、
や
は
り
、
あ
る
べ
き
家
老
像
と
し
て
細
川
頼
之
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
御
遺
訓
』
本
文
・
附
録
も
ま
た
、
『
理

尽
妙
』
世
界
に
足
場
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
御
遺
訓
』
の
形
成
に
関
し
て
は
、
も
う
一
人
の
謎
（
実
在
未
詳
）
の
人
物
松
永
道
斎

が
絡
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
『
本
佐
録
』
・
『
御
遺
訓
』
の
両
書
が
『
理
尽
紗
』
の
影
響
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

で
作
成
さ
れ
た
の
は
確
実
だ
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
仮
説
と
し
て
、
『
理
尽
紗
』
↓
『
本
佐
録
』
・
『
御
遺
訓
』
と
い
う
政
道
書
の
系
譜
を

提
起
し
て
お
き
た
い
。

　
最
後
に
、
本
稿
で
論
証
し
た
よ
う
に
、
『
御
遺
訓
』
・
附
録
は
、
益
軒
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
益
軒
の
改
訂
を
経
て
世
に
出
回
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
事
実
は
二
つ
の
大
き
な
問
題
を
我
々
に
投
げ
か
け
て
い
る
。
一
つ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
益
軒
改
訂
『
御
遺
訓
』
が
世
の

中
に
与
え
た
影
響
、
そ
の
実
態
を
解
明
す
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
（
「
は
じ
め
に
」
参
照
）
。
も
う
一
つ
は
、
益
軒
に
と
っ
て
「
御
遺
訓
』

の
発
見
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
触
れ
得
な
か
っ
た
が
、
『
御
遺
訓
』
の
政
道
論
と
益
軒

の
主
張
と
は
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
益
軒
は
『
御
遺
訓
』
を
発
見
し
た
と
も
い
え
よ
う
が
、
『
御
遺
訓
』
か
ら
影
響
を

受
け
た
点
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
益
軒
の
思
想
形
成
に
『
御
遺
訓
』
が
与
え
た
影
響
を
考
察
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
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い
。
周
知
の
よ
う
に
益
軒
の
著
作
（
益
軒
本
）
は
、
一
八
世
紀
に
入
る
と
、

　
　
　
（
4
7
）

と
に
な
る
。
益
軒
本
の
流
行
と
改
訂
『
御
遺
訓
』
の
流
布
と
い
う
問
題
は
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

民
衆
の
上
層
部
ま
で
を
読
者
層
に
獲
得
し
流
布
し
て
い
く
こ

切
り
離
し
て
は
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
1
）
徳
川
家
康
の
神
格
化
の
思
想
史
的
由
来
を
探
る
研
究
と
し
て
、
曾
根
原
理
『
徳
川
家
康
神
格
化
へ
の
道
ー
中
世
天
台
思
想
の
展
開
ー
』

　
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
）
が
あ
る
。

（
2
）
高
藤
晴
俊
『
家
康
公
と
全
国
の
東
照
宮
－
泰
平
と
激
動
の
時
代
を
結
ぶ
東
照
宮
め
ぐ
り
　
　
』
東
京
美
術
、
一
九
九
二
。

（
3
）
　
こ
れ
に
つ
い
て
の
研
究
史
整
理
に
つ
い
て
は
、
曾
根
原
氏
前
掲
書
序
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。
民
衆
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
大
雑
把
に
整
理
す
れ

　
ば
、
東
照
権
現
信
仰
は
民
衆
に
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
と
み
る
奈
倉
哲
三
氏
（
「
近
世
の
信
仰
と
｝
揆
」
『
講
座
一
揆
』
四
く
生
活
・
文
化
・
思
想
V
、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
）
他
の
見
解
に
対
し
て
、
中
野
光
浩
氏
や
倉
地
克
直
氏
は
「
祭
礼
」
に
着
目
し
て
民
衆
に
受
容
さ
れ
た
と
指
摘
し
て

　
い
る
。
中
野
光
浩
「
江
戸
の
東
照
宮
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
地
方
史
研
究
』
二
五
〇
、
一
九
九
四
）
、
同
「
東
照
宮
信
仰
の
民
衆
受
容
に
関
す
る

　
一
考
察
」
（
『
地
方
史
研
究
』
二
三
七
、
一
九
九
二
）
、
同
「
仙
台
東
照
宮
祭
礼
の
歴
史
的
特
質
に
つ
い
て
」
（
『
地
方
史
研
究
』
二
六
一
、
一
九
九
六
）
、

　
倉
地
克
直
「
東
照
宮
祭
礼
に
つ
い
て
」
（
「
近
世
の
民
衆
と
支
配
思
想
』
柏
書
房
、
｝
九
九
六
）
そ
の
他
を
参
照
。

（
4
）
　
『
国
書
総
目
録
』
岩
波
書
店
、
補
訂
版
、
完
結
は
一
九
九
一
年
。
「
古
典
籍
総
合
目
録
』
岩
波
書
店
、
完
結
は
一
九
九
〇
年
。

（
5
）
　
石
毛
忠
氏
は
「
研
究
余
録
一
徳
川
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
特
質
1
「
東
照
宮
御
遺
訓
』
と
「
東
照
宮
縁
起
』
1
」
（
『
日
本
歴
史
』
五
九
五
、
一

　
九
九
七
）
に
お
い
て
、
「
「
御
遺
訓
』
の
政
道
論
と
『
縁
起
』
の
神
学
は
本
来
一
体
の
も
の
と
し
て
統
一
的
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と

　
に
よ
っ
て
初
め
て
徳
川
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
構
造
的
に
把
握
で
き
る
と
い
う
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。
果
た
し
て
「
本
来
一
体
の
も
の
」
で
あ
っ

　
た
か
を
含
め
て
、
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

（
6
）
　
近
藤
斉
「
近
世
以
降
　
武
家
家
訓
の
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
七
五
。

（
7
）
　
石
毛
忠
前
掲
論
文
。
ま
た
同
「
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
天
の
思
想
－
東
照
大
権
現
崇
拝
思
想
の
変
質
　
　
」
（
『
文
化
史
学
』
二
七
、
一
九

　
七
㎜
）
。
石
田
一
良
「
前
期
幕
藩
体
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
朱
子
学
派
の
思
想
」
（
「
思
想
大
系
2
8
藤
原
梶
窩
・
林
羅
山
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
）
。
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な
お
石
田
氏
は
、
家
康
も
こ
の
天
道
の
機
能
を
十
分
承
知
し
て
い
て
、
「
今
天
下
の
執
権
を
天
道
よ
り
あ
づ
け
た
ま
へ
り
・
政
道
若
邪
路
に
へ
ん
ず

　
る
時
は
、
て
ん
よ
り
執
柄
た
ち
ま
ち
取
り
あ
げ
給
ふ
ぞ
」
（
『
東
照
宮
御
遺
訓
』
）
と
、
子
孫
を
戒
め
て
い
る
と
述
べ
、
『
御
遺
訓
』
を
家
康
の
言
葉
を

　
伝
え
た
も
の
と
見
な
し
て
い
る
。
だ
が
、
家
康
が
語
っ
た
も
の
と
い
う
証
拠
は
な
く
、
偽
作
と
見
る
の
が
通
説
で
あ
る
。

（
8
）
　
ヘ
ル
マ
ン
・
オ
ー
ム
ス
『
徳
川
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
黒
住
真
他
訳
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
〇
。
原
題
は
、
、
、
↓
○
囚
¢
O
＞
（
＞
一
U
国
○
［
O
O
ざ

　
国
＞
力
［
網
O
O
Z
ω
↓
即
d
O
↓
ω
」
巽
？
5
0
。
O
．
．
㌔
二
8
象
9
d
巨
話
邑
ぐ
写
窃
ω
」
。
o
。
伊
同
「
朱
子
学
と
初
期
徳
川
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
形
成
ー
問

　
題
の
輪
郭
　
　
」
（
「
季
刊
日
本
思
想
史
』
三
一
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
）
。

（
9
）
　
平
野
寿
則
「
「
東
照
宮
御
遺
訓
』
と
『
井
上
主
計
頭
覚
書
』
に
つ
い
て
」
（
ヘ
ル
マ
ン
・
オ
ー
ム
ス
、
大
桑
斉
共
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
徳
川
イ
デ

　
オ
ロ
ギ
ー
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
）
。
な
お
、
平
野
氏
の
論
考
は
、
大
谷
大
学
大
桑
研
究
室
に
お
け
る
共
同
研
究
の
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ

　
る
。

（
1
0
）
　
「
東
照
宮
御
遺
訓
』
二
巻
二
冊
、
「
岡
山
学
校
」
の
蔵
書
印
。
池
田
家
一
五
九
－
二
六
。

（
n
）
　
近
藤
氏
は
『
井
上
主
計
頭
覚
書
』
等
を
、
益
軒
改
訂
本
に
異
文
を
「
割
込
」
ま
せ
て
改
変
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
を
改
訂
本
以

　
前
の
「
旧
本
」
と
見
る
の
は
、
平
野
氏
の
新
見
解
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
拙
稿
「
「
天
道
」
と
幕
藩
制
秩
序
」
（
玉
懸
博
之
編
『
日
本
思
想
史
1
そ
の
普
遍
と
特
殊
1
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
）
。

（
1
3
）
　
平
野
氏
は
「
そ
の
内
容
や
用
語
か
ら
し
て
」
、
「
原
形
に
よ
り
近
い
書
物
と
推
定
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
に
止
め
て
い
る
。

（
1
4
）
　
『
御
遺
訓
』
（
目
録
上
で
の
表
題
は
『
東
照
大
権
現
様
御
遺
訓
』
）
、
上
下
・
附
録
、
三
冊
。
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
E
［
1
五
三
、

　
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
Y
E
A
l
O
O
O
三
〇
。

（
1
5
）
　
秋
田
藩
の
事
例
は
、
前
掲
拙
稿
「
「
天
道
」
と
幕
藩
制
秩
序
」
に
紹
介
し
て
い
る
。

（
1
6
）
　
近
藤
斉
前
掲
書
。

（
1
7
）
　
民
衆
の
『
御
遺
訓
』
受
容
の
実
態
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
武
蔵
国
入
間
郡
赤
尾
村
の
世
襲
名
主
林
信
海
（
文
化
元
〈
一
八
〇

　
四
〉
～
文
久
二
く
一
八
六
二
V
）
は
、
村
方
騒
動
で
「
代
官
の
命
に
よ
り
貸
金
の
利
子
帳
消
し
に
踏
切
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
」
（
第
五
〇
回
民
衆

　
思
想
研
究
会
〈
於
法
政
大
学
、
一
九
九
九
年
一
二
月
一
八
日
〉
に
お
け
る
、
高
尾
善
希
氏
の
報
告
「
近
世
後
期
村
役
人
家
の
融
通
行
為
と
地
域
社
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会
」
よ
り
教
え
ら
れ
た
。
な
お
、
以
下
の
引
用
は
、
高
尾
氏
の
レ
ジ
メ
に
よ
る
）
時
に
、
「
既
二
恐
多
茂
世
間
二
秘
写
伝
東
照
大
権
現
之
御
遺
訓
二
、

　
法
は
理
を
破
る
こ
と
あ
れ
共
、
理
は
法
を
破
る
と
て
な
し
云
々
、
と
も
あ
る
を
や
」
（
林
家
文
書
｝
六
〇
一
）
と
、
『
御
遺
訓
』
の
名
を
挙
げ
自
己
主

　
張
を
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
広
く
伝
わ
っ
て
い
る
『
御
遺
訓
』
（
改
訂
本
系
）
に
は
、
こ
の
語
は
な
い
。
『
神
君
御
遺
訓
』
（
た
と
え
ば
、

　
上
田
市
立
図
書
館
山
崎
文
庫
蔵
）
等
と
い
う
名
で
伝
え
ら
れ
る
『
徳
川
成
憲
百
箇
条
』
に
こ
の
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
林
信
海
の
い
う
「
御
遺
訓
』

　
と
は
、
こ
の
『
百
箇
条
』
を
指
す
の
で
は
と
推
定
さ
れ
る
。
『
百
箇
条
』
の
受
容
も
含
め
て
「
東
照
宮
」
も
の
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
、
今

　
後
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
横
田
冬
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
河
内
国
北
河
内
郡
日
下
村
の
庄
屋
森
長
右
衛
門
は
、
享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）

　
に
、
本
屋
（
大
坂
農
人
橋
谷
町
の
書
物
屋
和
泉
屋
喜
兵
衛
）
か
ら
「
東
照
宮
御
遺
訓
　
書
本
十
一
巻
」
を
借
り
て
い
た
と
こ
ろ
「
急
二
見
申
度
と
申

　
仁
有
之
由
二
而
」
一
旦
返
却
し
て
、
あ
ら
た
め
て
読
み
残
り
文
を
借
用
し
た
と
い
う
（
横
田
冬
彦
「
益
軒
本
の
読
者
」
横
山
俊
夫
編
「
貝
原
益
軒

　
－
天
地
和
楽
の
文
明
学
』
平
凡
社
、
一
九
九
五
）
。
こ
の
「
東
照
宮
御
遺
訓
」
は
何
か
。
森
長
右
衛
門
は
そ
こ
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
か
検
討
し
て

　
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
（
な
お
、
こ
の
事
例
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
日
本
史
研
究
会
近
世
史
部
会
一
九
九
八
年
度
一
二
月
例
会
に
お
い
て
宇
野
田
尚
哉

　
氏
よ
り
口
頭
で
教
示
を
受
け
た
）
。

（
1
8
）
　
平
凡
社
選
書
一
九
二
、
一
九
九
九
。

（
1
9
）
　
宮
沢
誠
一
「
幕
藩
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
成
立
と
構
造
－
初
期
藩
政
改
革
と
の
関
連
を
中
心
に
ー
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
、
一
九
七
三
）
、

　
深
谷
克
己
「
百
姓
一
揆
の
思
想
」
（
『
思
想
』
五
八
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
、
の
ち
『
百
姓
一
揆
の
歴
史
的
構
造
』
〈
校
倉
書
房
、
増
補
改
訂
版
、

　
一
九
八
六
V
に
所
収
）
。

（
2
0
）
　
今
田
洋
三
「
江
戸
の
本
屋
さ
ん
』
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
七
、
他
。

（
2
1
）
　
小
林
正
甫
著
「
重
編
応
仁
記
』
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
。

（
2
2
）
　
筆
者
が
前
掲
拙
稿
に
お
い
て
、
平
野
説
に
批
判
を
加
え
た
こ
と
が
機
縁
と
な
り
、
一
九
九
八
年
か
ら
九
九
年
ま
で
の
二
年
間
、
大
桑
斉
氏
を
代

　
表
と
す
る
共
同
研
究
「
近
世
に
お
け
る
仏
教
治
国
論
の
史
料
的
研
究
」
（
倉
地
克
直
氏
、
曾
根
原
理
氏
、
前
田
一
郎
氏
、
平
野
寿
則
氏
、
福
島
栄
寿

　
氏
、
平
田
徳
氏
、
安
藤
弥
氏
、
重
田
恭
子
氏
、
大
間
実
氏
、
北
城
伸
子
氏
）
に
参
加
し
、
各
地
に
史
料
調
査
に
出
掛
け
、
数
多
く
の
『
御
遺
訓
』
を

　
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
成
果
が
、
大
桑
編
『
近
世
に
お
け
る
仏
教
治
国
論
の
史
料
的
研
究
』
（
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
C
、
課
題
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番
号
一
〇
窪
O
圏
O
、
研
究
成
果
報
告
集
）
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
報
告
集
に
収
載
し
た
も
の
に
、
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
報
告
集
に
は
、
平

野
寿
則
氏
に
よ
る
「
御
遺
訓
』
研
究
の
新
稿
「
『
井
上
主
計
頭
覚
書
』
と
近
世
初
期
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
参
照
さ
れ

た
い
。

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）

（
2
8
）

　
「
こ
う
し
て
転
写
さ
れ
る
ご
と
に
字
句
が
変
っ
た
り

　
て
解
ら
な
く
な
っ
て
い
る
処
が
あ
る
の
で
、

　
成
し
た

探
し
出
し
、

（
2
9
）

（
3
0
）

（
3
1
）

　
下
知
を
立
つ
る
は
法
令
な
り

　
し
て
民
信
せ
ず

（
3
2
）

（
3
3
）

　
節
、

『
東
照
宮
御
遺
訓
』
、
松
平
文
庫
七
三
－
六
。

上
田
市
立
図
書
館
山
崎
文
庫
七
九
二
。

上
田
市
立
博
物
館
蔵
佐
藤
家
文
書
。
上
田
市
立
博
物
館
の
図
録
『
上
田
藩
の
人
物
と
文
化
』
付
録
且
に
収
載
。

上
田
市
立
博
物
館
蔵
信
濃
国
上
田
松
平
家
文
書
（
『
信
濃
国
上
田
松
平
家
文
書
目
録
』
）
。
「
明
細
』
断
絶
家
、
分
類
番
号
五
六
六
。

同
前
、
『
明
細
』
拾
、
分
類
番
号
九
二
。

以
下
、
改
訂
本
の
定
本
と
し
て
、
仮
に
近
藤
氏
前
掲
書
所
載
の
『
東
照
宮
御
遺
訓
』
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
近
藤
氏
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
誤
字
脱
字
が
で
き
た
り
、
行
が
抜
け
た
り
、
時
と
す
る
と
一
頁
も
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
数
種
を
校
合
し
て
定
本
を
作
っ
て
み
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
氏
が
（
校
合
作
業
を
経
て
）
作

　
「
定
本
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
定
本
と
「
覚
書
』
・
上
田
本
を
比
較
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
最
も
古
い
改
訂
本
を

　
　
　
近
藤
氏
作
成
の
定
本
を
再
検
討
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

『
武
訓
』
上
、
成
立
年
未
詳
。
『
益
軒
全
集
』
巻
之
三
、
益
軒
会
編
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
三
。

『
君
子
訓
』
下
、
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
成
立
。
前
掲
『
益
軒
全
集
』
巻
之
三
所
収
。

以
下
、
引
用
し
て
お
け
ば
、
「
賞
罰
妄
な
れ
ば
、
臣
下
の
心
服
せ
ず
し
て
、
上
の
威
軽
く
な
る
。
功
あ
る
者
を
賞
し
、
罪
あ
る
者
を
罰
せ
ん
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
も
し
功
あ
れ
ど
も
賞
せ
ず
、
罪
あ
れ
ど
も
罰
せ
ざ
る
時
は
、
是
賞
罰
信
な
き
な
り
。
斯
の
如
く
な
れ
ば
、
法
立
た
ず

　
　
　
　
（
下
略
）
」
。

「
庚
申
封
延
宝
八
年
三
月
四
日
重
種
贈
書
」
、
『
益
軒
先
生
与
宰
臣
書
』
、
前
掲
「
益
軒
全
集
』
巻
之
三
所
収
。

「
黒
田
重
時
へ
送
書
」
（
『
益
軒
先
生
与
宰
臣
書
』
）
、
「
益
軒
全
集
』
巻
之
三
所
収
。
そ
の
他
、
「
家
道
訓
』
（
正
徳
一
年
成
立
）
巻
之
三
冒
頭
の
一

『
君
子
訓
』
（
元
禄
一
六
年
成
立
）
下
の
最
終
条
。
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（
3
4
）
　
「
克
明
抄
』
、
天
和
二
年
（
】
六
八
二
）
一
一
月
一
二
日
、
福
岡
藩
主
黒
田
光
之
に
献
じ
た
も
の
。
『
益
軒
全
集
』
巻
之
三
所
収
。

（
3
5
）
　
前
掲
拙
稿
「
「
天
道
」
と
幕
藩
制
秩
序
」
の
注
（
2
4
）
で
、
附
録
に
つ
い
て
も
若
干
考
察
し
て
お
い
た
。

（
3
6
）
　
外
題
『
御
遺
訓
補
遺
』
、
内
題
「
御
遺
訓
　
井
上
主
計
頭
覚
書
』
。
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
P
一
－
三
八
。

（
3
7
）
　
『
補
遺
』
附
録
第
四
条
に
対
応
す
る
池
田
本
附
録
第
三
条
は
「
本
田
佐
渡
守
殿
物
語
の
由
」
で
あ
り
、
『
補
遺
』
附
録
第
五
条
に
対
応
す
る
池
田

　
本
附
録
第
四
条
も
「
佐
渡
守
殿
物
語
の
よ
し
」
で
あ
る
。
な
ぜ
本
多
正
信
の
名
を
挙
げ
な
か
っ
た
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。
な
お
、
『
補
遺
』
附
録
第

　
一
一
～
一
四
条
ま
で
は
「
本
多
加
信
物
語
に
」
と
特
記
さ
れ
る
が
、
池
田
本
附
録
第
一
〇
条
は
「
佐
渡
守
物
語
」
で
あ
り
、
第
一
一
条
は
そ
の
話
者

　
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
第
一
二
条
に
も
佐
渡
守
の
名
は
あ
る
が
加
信
の
名
は
な
い
。
『
補
遺
』
附
録
は
、
こ
れ
を
一
括
し
て
「
加
信
物
語
」
と
し
て

　
お
り
注
目
さ
れ
る
。

（
3
8
）
　
「
道
斎
記
』
五
巻
一
冊
、
疋
田
忠
右
衛
門
書
写
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
日
旦
六
六
－
八
三
。

（
3
9
）
　
前
掲
「
益
軒
全
集
』
巻
之
八
所
収
。

（
4
0
）
　
池
田
本
に
は
次
の
添
書
が
あ
る
。
「
昨
日
奉
窺
候
書
物
三
札
献
上
仕
候
。
御
旗
本
天
野
弥
五
右
衛
門
と
申
候
老
人
、
小
笠
原
佐
渡
守
殿
へ
此
書

　
物
事
之
外
隠
密
二
而
借
シ
被
申
候
由
、
奉
承
候
」
。
天
野
長
重
は
、
石
高
三
千
石
余
の
旗
本
。
大
坂
駿
府
在
番
、
日
光
山
破
損
奉
行
、
豊
後
目
付
、

　
仙
台
目
付
、
御
槍
奉
行
、
御
旗
奉
行
等
を
歴
任
。
著
書
に
『
思
忠
管
見
』
・
「
思
忠
志
集
』
（
と
も
に
内
閣
文
庫
蔵
）
等
が
あ
る
。
な
お
、
「
老
い
の
生

　
き
方
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
天
野
長
重
に
光
を
あ
て
た
研
究
に
、
氏
家
幹
人
『
元
禄
養
老
夜
話
－
旗
本
天
野
弥
五
右
衛
門
の
晩
節
　
　
』

　
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
）
が
あ
る
。

（
4
1
）
　
前
掲
『
思
忠
志
集
』
に
「
駿
河
国
今
泉
孝
農
夫
江
遣
状
事
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
思
忠
志
集
』
に
は
、
「
東
照
宮
大
権
現
家
康
公
之

　
御
仕
置
天
地
乃
ご
と
く
御
慈
悲
深
」
（
巻
五
）
云
々
と
、
『
御
遺
訓
』
を
踏
ま
え
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
家
康
の
仕
置
論
に
も
言
及
し
て
お
り
、

　
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
「
太
平
記
評
判
序
在
」
「
太
平
記
評
判
二
冊
目
二
在
リ
」
（
巻
一
）
等
と
『
理
尽
妙
』
か
ら
の
引
用
が
あ
り
、
天
野
長
重
は
『
理

　
尽
鋤
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
長
重
の
思
想
形
成
を
検
討
す
る
と
い
う
興
味
深
い
課
題
に
今
後
挑
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

（
4
2
）
　
刊
本
「
本
佐
録
』
所
収
、
室
鳩
巣
「
題
本
多
佐
渡
守
藤
政
信
論
治
道
国
字
書
」
、
享
保
一
〇
年
（
一
七
二
五
）
筆
。

（
4
3
）
　
『
本
佐
録
』
と
「
理
尽
紗
』
と
の
関
連
を
論
じ
た
、
別
稿
「
「
本
佐
録
」
の
思
想
史
的
研
究
序
説
」
（
仮
題
）
を
準
備
中
で
あ
る
。
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（
4
4
）
　
日
本
古
典
文
学
大
系
三
六
『
太
平
記
』
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
。

（
4
5
）
　
楠
正
成
に
つ
い
て
も
、
「
後
醍
醐
天
皇
ノ
乱
世
ノ
時
分
、
公
家
ニ
ハ
万
里
小
路
藤
房
ヲ
賢
人
ト
シ
、
武
家
ニ
ハ
楠
判
官
正
成
ヲ
賢
将
ト
ス
。
此

　
両
人
天
下
ノ
治
マ
ル
マ
シ
キ
コ
ト
ヲ
知
テ
、
藤
房
ハ
公
家
ナ
レ
ハ
遁
世
シ
テ
妙
心
寺
二
代
目
ノ
和
尚
ナ
リ
。
正
成
ハ
武
家
ナ
ル
ユ
ヘ
摂
州
湊
川
ニ
テ

　
討
死
ス
。
是
則
公
家
武
家
銘
々
ノ
家
職
ヲ
知
ル
人
也
」
（
池
田
本
附
録
第
四
条
。
島
原
本
附
録
第
五
条
）
と
い
う
。
こ
れ
は
「
理
尽
紗
』
巻
一
三

　
「
藤
房
卿
遁
世
事
」
の
逸
話
（
藤
房
が
遁
世
の
前
に
正
成
を
召
し
て
天
下
の
行
く
末
を
語
り
合
う
。
藤
房
の
遁
世
の
志
を
見
抜
い
た
正
成
は
、
「
某
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
み
だ

　
武
士
ニ
テ
候
ヘ
ハ
討
死
外
別
二
思
フ
事
不
レ
侍
」
と
「
泪
を
流
し
て
」
語
っ
た
と
い
う
）
に
依
拠
し
た
も
の
で
、
「
太
平
記
読
み
」
の
正
成
像
を
継
承

　
し
て
い
る
。

（
4
6
）
　
『
本
佐
録
』
と
原
『
御
遺
訓
』
附
録
の
正
信
・
加
信
物
語
と
は
、
『
理
尽
紗
』
世
界
を
共
有
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
正
信
像

　
（
家
康
像
と
も
い
え
る
）
は
異
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
『
本
佐
録
』
で
は
鳩
巣
ら
が
高
く
評
価
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
儒
学
的
色
彩

　
が
強
い
の
に
対
し
て
、
原
「
御
遺
訓
』
で
は
仏
教
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
お
り
、
正
信
・
家
康
の
イ
メ
ー
ジ
を
め
ぐ
っ
て
、
両
者
は
対
照
的
な
位

　
置
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
正
信
像
を
め
ぐ
る
両
書
の
綱
引
き
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
興
味
深
い
課
題
を
、
今
後
解
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
4
7
）
　
横
田
冬
彦
氏
前
掲
「
益
軒
本
の
読
者
」
他
。

『東照宮御遺訓』の形成

【
付
記
】
史
料
調
査
・
収
集
に
際
し
て
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
史
料
の
閲
覧
等
の
便
宜
を
お
は
か

り
い
た
だ
き
、
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助

金
の
成
果
の
ひ
と
つ
で
す
。
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巻（残欠） 内　　容　　1 内　　容　　2

改訂本本文のみ 正徳5年（1715）7月朔日 改訂践文あり，署名年記なし

改訂本本文のみ r渇仰之余以識」の識 改訂駿文あり，署名年記なし

改訂本本文のみ 万延且年（1860）7月9日写，改訂本本文，践文なし 万延元庚申七月九日

改訂本附録のみ 寛延2年（L749）写，践文なし 内題：束照宮御遺訓附録

改訂本附録のみ 践文なし 右神訓一冊師命以伯字家蔵繕写呈

改訂本本文・附録合綴 宝永五年六月吉日魯写→明和6年（1了69〉五月写1践文なし 神訓一冊応師命以伯字家蔵繕写呈

改訂本本文のみ 践文なし 内題1東照宮御遺訓
遺老物語第三のうち 岩見文庫

3巻，改訂本本文のみ 文化8年（1811）9月18写 改訂践文あり，署名年記なし

改訂本附録のみ

改訂本本文附録 寛政9年（1797）9月写 改訂践文なし

改訂本本文附録

改訂本本文のみ 宝暦12年（1762）写，署名を墨て消す 宝暦拾弐年江戸勤番之節写之
改訂本附録のみ 文政6年（1823）9月写 文政六未年九月日於江府写之者也

改訂本本文・附録（翁物語と題す） 改訂蹟文なし

嘉永6年（且853）小黒則秀写

4巻4冊附録のみ 松永道斎聞魯 改訂本附録と一致しない文あり

巻2，2が本文，4か附録 改訂本本文附録＋α 寛政5年（1793）11月書写

改訂本本文のみ 改訂践文あり。署名年記なし

改訂本本文のみ 文政13年（1830）若林友輔写 改訂践文あり，署名年記なし

忠山公冶家記録と合 嘉永4年（1851）木村成長写 改訂本本文の抄

改訂本本文附録 遺老物語の内

改訂本本文のみ 渡辺益積・上野長則写

改訂本本文のみ 天保5年（1834）菊田喜雅写
改訂本本文のみ 村上東野写 享保九甲辰閏四月上旬

改訂本本文のみ 改訂践文あり，

改訂本本文のみ 署名年記なし

改罰本本文附録

改訂本本文附録とも2巻1冊 嘉永7年（1854）11月写 嘉永七寅歳十一月奥村宗旦写之

改訂本 桜園叢曾31，3
改訂本本文のみ 麗斎叢曾2

改訂本附録のみ

改訂本本文・附録とも 天保IO年（【839）松田和良写 松田が宿直中に写す

改訂本本文附録とも6巻6冊

改訂本本文・附録とも 改訂蹴文年記あり 天和2年（1682）6月
改訂本本文のみ 改訂践文

改訂本附録のみ 三畏斎水野蔵の印

264



　『東照宮御遺訓』の形成

『御遺訓』データベース（備考調査済みのものに＊印を付した。）

番号 書　　　名 所　蔵　者 旧　蔵　者 国書総続 調査済 冊数

且 御遺訓 北海学園大学北駕文庫 ＊ 1
2 御遺訓 北海学園大学北駕文庫 ＊ 1
3 東照宮御遺訓 弘前市立図書館 三上窟弥寄贈（昭32） ○ ＊ 1
4 神訓前編附録 弘前市立図書館 三上富弥寄贈 ○ ＊ 1
5 東照宮御遺訓附録 弘前市立図書館 外崎覚寄贈（大正13〉 ○ ＊ 1

6 東照宮御遺訓 弘前市立図書館岩見 岩見文庫，蟹沢書記 ○ ＊ 1
7 神君訓謹 弘前市立図書館岩見 岩見文庫 ○ ＊ 1
8 御遺訓附録（東照宮） 弘前市立図書館 ○ ＊ 1
9 東照宮御遺訓 弘前市立図書館岩見 岩見文庫 ○ ＊ 1
10 東照宮御遺訓附録 弘前市立図書館岩見 岩見文庫 ○ ＊ 1
11 東照宮御遺訓 弘前市立図書館 藤田久次郎寄贈 ○ ＊ 2
12 東照宮御遺訓 八戸図書館 八戸南部家 ＊ 2
13 東昭宮御遺訓 八戸図書館 遠山家 ＊ 1
14 東照宮御遺訓附録 八戸図書館 北休亭雲庵書写 ＊ 1
15 東照宮御遺訓 盛岡県立図書館 北氏蔵本 ＊ 1
16 東照宮御遺訓 米沢市立興譲 ○ 1
17 神君御遺訓（東照宮） 米沢市立興譲 ○ 1
18 東昭宮御遺訓 米沢市立興譲 ○ 1
19 東照宮御遺訓附録 東北大学附属図狩野 狩野亨吉 ○ ＊ 4
20 神祖御遺訓・神祖御文写 東北大学附属図狩野 狩野亨吉 ○ ＊ 6
21 東照宮御遺訓 東北大学附属図書館 桑原蔵轡 ＊ 2
22 東照宮御遺訓 宮城県図書館 若林友輔 ○ ＊ 1
23 東照宮御遺訓 宮城県図書館 木村成長 ○ ＊ 1
24 東照宮御遺訓 宮城県図書館伊達 仙台伊達家 ○ ＊ 2
25 東照宮御遺訓 宮城県図書館青柳 青柳館文庫 ○ ＊ 2

26 東照宮御遺訓 宮城県図書館小西 ○ ＊ 1
27 東照宮御遺訓 宮城県図書館小西 飯川氏図轡 ○ ＊ 1
28 東照宮御遺訓 宮城県図書館小西 小西利兵衛 ○ ＊ 1
29 御遺訓 宮城県図書館伊達 仙台伊達家 ○ ＊ 1
30 東照宮御遺訓 宮城県図轡館伊達 仙台伊達家 ○ ＊ 2
3且 松永道斎聞書 茨城大学菅文庫 ○ 1
32 松永記 筑波大学附属図書館 ○ 2
33 松永談話 筑波大学附属図書館 ○ 2
34 東照宮御遺訓 筑波大学附属図書館 ○ 2
35 東照宮御遺訓 筑波大学附属図書館 ○ 1

36 東照宮御遺訓附録 茨城歴史館 ○ 1
37 東照宮御遺訓 成田図轡館 ○ 2
38 東照宮遺訓 国立国会図書館 奥村宗旦写 ○ ＊ 1
39 東照宮遺訓 国立国会図書館 ○ ＊ 2
40 御遺訓（内題） 国立国会図書館 ○ ＊ 1

41 東照宮遺訓附録 国立国会図書館 ○ ＊ 1
42 東照宮御遺訓 国立国会図書館白井 臼井氏蔵書 ○ ＊ 1
43 万歳賜（東照宮御遺訓〉 内閣文庫 浅草文庫 ○ ＊ 6
44 拾宝験記（東照宮御遺訓） 内閣文庫 ○ ＊ 3
45 東照宮御遺訓 内閣文庫 ○ ＊ 1
46 東照宮御遺訓附録 内閣文庫 水野忠邦旧蔵 ○ ＊ 1
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巻（残欠） 内　　容　　1 内　　容　　2

東照宮御実紀附録？

改訂以前の写本，附録なし 明冶9年（1876）写

改訂以前の附録 道斎か大久保にあてた文書

改訂以前附録のみ，5巻1冊 此書林氏依所望疋田忠右衛門写之

改訂本附録のみ 内題　松永道斎聞魯准遺訓

附録共

附録共

附録

附録共

貞享2年小田正辰写，覚書に類似部分あり 筑前門野村大場太郎左衛門宅で写

本文附録共，1巻2冊 享保L5年（1730）政敷写 享保一五年庚戌十二月二十八日

1軸？

干石敬止蔵本写

覚書本文のみ 福岡県江藤正澄蔵本写，久米邦武採訪 内閣文庫本と同内容

改訂本本文附録とも

改訂本本文のみ

片玉集後集8182

蓮斎叢書6
武辺叢書1，改訂以前の附録 天保13年（1842）山口重昭写

改訂本本文 践文あり，署名年記なし

改訂以前の附録 天明2年（1782）3月3日写，松永道
良明筆記，本多佐渡守加信聞書

傳通院四十一世聖阿総雲六十四歳

改訂本本文附録とも 寛政7年（1795）9月写 前田従五位下菅原武宣謹而写之

抄書のうち

北越公用記録15－18

改訂本本文附録とも

東照宮鎮座史記の付

随筆雑纂の内

附録2巻共3巻
改訂本 天和二年六月日，貝原柔斎践 近藤斉，近世以降武家家訓の研究

本文のみ3巻 改訂本本文に類似

改訂本本文附録とも3巻3冊 「天和二年東照神君御遺命」で始まる

改訂本附録のみ 校庄箇所あり

附録 藤原親答写

改訂本本文のみ 寛延1年（1748）写 改訂序文あり，署名年記なし
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『東照宮御遺訓』の形成

番号 曾　　　名 所　蔵　者 旧　蔵　者 国書総続 調査済 冊数

7
　
　
8
　
　
9
　
　
0
4
　
　
4
　
　
4
　
　
5

御遺訓

上主計頭覚轡

斎聞轡

斎記

内閣文庫

閣文庫

閣文庫

閣文庫

内務省写

久保次郎左衛門

田忠右衛門写

○
○
○

＊
＊
＊
1
1
1

ー
　
　
ワ
臼
　
3
　
　
4
　
　
5
5
　
　
5
　
　
5
　
　
【
じ
　
5

松永准遺訓

遺訓及附録（東照宮）

照宮御遺訓

照宮御遺訓

国公御遺誠（東照宮）

内閣文庫

京大学総合図書館

京大学

京大学

京大学

時冶 ○
○
O
O
O

＊

1
4
3
2
1

6
　
　
7
　
　
8
　
9
　
　
0
5
　
　
に
り
　
5
　
　
5
　
　
6

御遺訓（東照宮）

照宮御遺訓

照宮御遺訓

永左衛門入道聞書

遺訓

東京大学

京大学

京大学本居文庫

京大学

京大学史料

阿波国文庫

敷

○
○
○
○
○

＊

1
1
1
1
2

1
　
　
2
　
　
3
　
　
4
　
　
5
6
　
　
6
　
　
π
U
　
　
6
　
　
6

神祖御遺訓（東照宮）

照宮御遺訓

照宮御遺訓

遺訓附録（東照宮）

上主計頭覚書

東京大学史料

京大学史料

京大学史料

京大学史料

京大学史料 保科足穂写

○
○
○
○
○ ＊

1
1
1
1

6
　
　
7
　
　
8
　
　
9
　
　
0
6
　
　
6
　
　
6
　
　
θ
U
　
7

東照宮御遺訓

遺訓

照宮御遺訓

遺訓附録（東照宮）

永道斎聞書（内題）

宮内庁書稜部

内庁書陵部

内庁書陵部

内庁書陵部

内庁書陵部

鷹司城南館図曾館

岡文庫

氏所蔵

O
O
O
O
O

＊
＊
＊
1
1
1

ー
　
　
ワ
ロ
　
　
3
　
　
4
　
　
5
7
　
　
7
　
　
7
　
　
7
　
　
7

東照宮御遺訓

照宮御庭訓

照宮御遺訓

国公御遺識

上主計頭覚書

前田尊経閣文庫

田尊経閣文庫

士院

習院大学

習院大学

傳通院聖阿総雲

原武宣

○
○
○
○
○

＊
＊
＊

3
1
3
1

6
　
　
7
　
　
8
　
　
9
　
　
0
7
　
　
7
　
　
7
　
　
7
　
　
8

東照宮御遺訓

君御遺訓（東照宮）

照宮御遺訓

照宮御遺訓

照公遺訓

慶応大学

応大学

學院

稲田大学

稲田大学

O
O
O
O
O

1
1
1
1

1
　
　
2
　
　
3
　
　
4
　
　
5
8
　
　
8
　
8
　
8
　
8

東照宮御遺訓

照宮御遺訓

照宮御遺訓

照宮御遺訓

遺誠（東照宮）

東洋大学

京都立中央図轡館

茶の水図書館成貰

茶の水図書館成頁

窮神習

0
0
0
0
0

＊ 3
5
1
1

糟
Q
　
7
　
　
8
　
　
9
　
　
0
8
　
8
　
8
　
R
》
　
9

東照宮御遺訓

遺訓（東照宮）

照宮御遺訓

永道斎聞書

照宮御遺訓

無窮神習

岡県立図書館葵

能山東照宮

能山東照宮

古屋大学岡谷

久能山東照宮

照文庫

○
○
○

＊
＊ 3
3

1
　
　
2
　
　
3
9
　
　
Q
げ
　
9

東照宮御遺訓

照宮御遺訓

照神君御遺訓

名古屋大学神宮皇學館

古屋大学

古屋市運左文庫 五味末吉1日蔵

○
○
○
＊
＊
1
1
2267



一橋大学研究年報　社会学研究　39

巻（残欠〉 内　　容　　1 内　　容　　2

改訂本本文附録とも2冊

訂本本文のみ

元禄11年写，存通・清通・元直・直倫 元禄十一戊寅天仲秋念六於武陽写

改訂本本文のみ

訂本附録のみ

巻2冊

名将遺辞全5冊の1

尾州名古屋本町三丁目本屋籐兵衛

附録共

録共

文化3年（1806）写

改訂本本文（乾）附録（坤）2冊

訂本本文のみ

改訂践文あり

訂践文あり

化11年（1814）写

保1年（1741），2年写

改訂本本文のみ

訂本本文，附録一部

訂本附録のみ

訂以前の本文

宝暦2年（1了52）3月写，「落行」という書込

録四，附録五

本順蔵手跡貰置

政6年（1859）写

於木瓢舎謹写之

改訂本本文のみ

訂本本文・附録とも

訂本本文

訂本本文

訂本本文

延享3年（1746）寛延3年（1750）写三好平之丞より借

和二年六月日

訂蹟文

山本好信，六十六歳，寛延三庚午

改訂本本文附録とも　一冊に合綴

訂本本文のみ

訂本本文のみ

文の抄本＋太田資宗の逸話

訂本本文のみ

享保18年（且733）2月写，藤本楊■写

訂序文

暦H年（1761）末春写，及川写
化且4年（1817）11月，太田資和蔵
を借写，及川幸之進広知

訂践文 片仮名本

改訂以前の附録

訂本本文のみ

訂本本文附録とも5巻

訂本本文附録とも

伴信友後書，古老物語と対校，異文多し

和二年六月日筑前儒士貝原柔斎潤色

保10年（1725）写，岸貴東橘康賛

大久保次郎左衛門宛て道斎書

人乃述する所をしらす

改訂本附録のみ

訂本本文のみ

訂本本文のみ

文章並八箇条御教訓を付

徳川史料23

永1年（1704）晋写，忠勝の花押

治写

芝崎半助の執心により進呈
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番号 曾　　　名 所　蔵　者 旧　蔵　者 国書総続 調査済 冊数

4
　
　
5
9
　
　
9

明言記（東照宮御遺訓）

遣訓

名古屋市蓮左文庫

古屋市蓬左文庫
○
○

＊
＊ 2
196

7
9
8
9
9
1
0
0

御遺訓

永道斎聞書

照宮御遺訓

照宮御遺訓

永道斎聞書

名古屋市蓮左文庫

古屋市遜左文庫

尾市立図書館岩瀬

谷市立図晋館

谷市立図書館 本屋籐兵衛

○
○
○
○

＊
＊
＊

1
1
3
3
2

101

02

03

04

05

東照宮御遺訓

昭宮御遺訓

永道斎聞書

照宮御遺訓

照宮御遺訓

鶴舞図書館

舞図書館

舞図書館

橋市立図書館

田神宮菊田

○
○
○
○
○

3
1
1
1
3

106

07

08

09

10

徳川家康遺訓（東照宮）

川家康遺訓附録東照宮

照宮御遺訓

照宮御遺訓

照宮御遺訓

岐阜市立図書館

阜市立図轡館

宮文庫

宮文庫

宮文庫

○
○
○
O
O

1
且
2
2
2

1U
l2

13

14

15

東照宮御遺訓

照宮御遺訓

康公御遺訓（東照宮）

照宮御遺訓附録

斎聞書（井上）

金沢市立図曾館藤本

沢市立図曾館村松

沢大学附属図北条

沢大学附属図北条

沢大学附属図北条

藤本文庫

松文庫
○
○
○
○
○

＊
＊ 2
1
2
1
2

東照宮御遺訓

照宮御遺訓

照宮御遺戒附録

永道斎聞書

照宮御遺訓

上田市立図花月

田市立図花月

田市立図花月

田市立図山崎

田市立図書館

花月文庫

島氏蔵

島氏蔵

崎為右衛門 ○
○

＊
＊
＊
＊

1
1
1
1
1

121

22

23

24

25

東照宮御遺訓

遺戒井補録

遺訓

照宮御遺訓

照宮御遺訓

京都大学総合図轡館

都大学総合図書館

都大学総合図書館

都大学総合図谷村

都大学総合図書館

和久井富吉寄贈

下好直寄贈

本屋大野屋惣八

（カ）田

々復太郎寄贈

○
○
○
○

＊
＊
＊
＊
＊

3
L
L
l
l

東照宮御遺訓

照宮御遺訓

照宮御遺訓

照宮上意之写

照宮御遺訓

京都府立総合資料館

都府立総合資料館

都府立総合資料館

都府立総合資料館

都府立総合資料館

佐々木源之助

川家資料

川広知

○
○ ＊
＊
＊
＊
＊

5
1
1
1
1

田
3
2
鈴
鈎
距
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1

松永道斎聞書

照宮御遺訓

照宮御遺訓

家康公御遺訓（内題）

照宮御遺訓

京都府立総合資料館

明文庫

谷大学図書館

谷大学大宮図写字台

理図轡館

羽沢文庫

方氏某蔵

辺文庫

○
○

＊
＊
＊
＊

1
旦
5
5

136

37

38

39

40

東照宮御遺言川

照宮御遺訓附録下

照宮御遺訓

無宮御遺訓之上

照神君御遺訓

天理図書館

理図書館

理図書館吉田

理図書館

師寺

田辺文庫

田文庫

○
○
O
O

＊
＊
＊
＊
1
I
l
1

269



一橋大学研究年報　社会学研究　39

巻（残欠） 内　　容　　1 内　　容　　2

2巻

改訂本附録のみ 元様12年（1699）源重正写文化6年（1809）池田直陪写

改訂本附録の後に本文あり

改訂本本文附録とも 延享1年（1744）秋，文化4年（1807）秋写 応成岡氏需而以八十余歳老筆調之

天保4年（1833）靖恭堂写

中下巻

改訂本本文附録とも2巻 天和二年六月日貝原柔斎駿（本文附録） 或人トハ松永道斎云々の欄外書込

改訂本本文m巻

改訂本本文4巻
池田家本本文附録とも3巻 承応3年（1654）轡写，天野長重蔵本の書写本

抄本1巻（本文・附録） 改訂本と覚書を比較，覚書に独自の文を抄出 内題御遺訓井上主計頭覚書

附録3種5巻 松永入道道斎聞書3巻，池田本附壕！琶改訂奉附録1巻 享保10年（1725）書写

改訂本附録 後半は石谷土入書

天保15年（1844）写，昌谷精渓写・校

改訂本本文附録とも

改訂本本文16条目まで

改訂本本文3巻

改訂本本文附録とも3巻 「徳藩蔵轡」

改訂本本文附録とも2巻 「徳藩蔵香」

改訂本本文2巻松永道斎聞書2巻 松永聞書は改訂前附録

改訂本本文附録とも3巻

改訂本附録2巻

改訂前の附録1巻 末尾に家康公より家重公までの役年・没地を記載

本多加信物語4巻 享保鴇年（1731）5月谷垣守写「一名本多加信物語」

改訂本本文L巻 丁卯初夏之写　坂本姓新六 又家康日記共云

改訂本本文抄本 外題遺訓水尾録，桃源遭事宗春の家訓と合 又家康公日記共云

改訂本本文且巻

改訂本本文1巻 官本伝習館郷土文庫柳河邸書の印

改訂本本文1巻

改訂本附録本文1巻

文化i年（1804）大倉種周写

近世中期写

近世初期写

異本 異国関係にっいて記す，異本 明暦2年（1656）松永道斎書

改訂本本文附録とも10巻 文政三年庚辰秋写之，近藤勇三郎源正堅

2巻 元禄6年（1693）写

改訂本本文・覚書本文／道斎聞書 初めは改訂本，途中から覚書，松永斎聞害は改訂以前の附録

改訂本本文附録とも3巻

改訂本本文松永道斎聞書附録8巻

改訂本本文1巻

附録共三巻 宝暦6年（1756）観寿院永之写
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『東照宮御遺訓』の形成

番号 書　　　名 所　蔵　者 旧　蔵　者 国書総続 調査済 冊数

141 東照神君御遺訓 薬師寺 ○ 2
142 東照宮御遺訓附録 大洲市立図害館矢野 ○ 1
143 東照宮御遺訓 大阪大学 ○ 2
144 東照宮御遺訓附録 大阪府立中之島図 池田直祐 O ＊ 1
145 東照宮御遺訓附録 大阪府立中之島図石崎 石崎文庫 O ＊ 1

146 御遺訓並御遺状 大阪府立中之島図 ＊ 且

147 松永道斎聞香准遺訓 大阪市立図書館大森 ○ L
148 東照宮御遺訓 高野山金剛三昧院 O 2
149 東照宮御遺訓 岡山大学附図池田家 岡山学校 O ＊ 2
150 東照宮御遺訓 岡山大学附図池田家 池田家 ○ ＊ 2
151 東照宮御遺訓 岡山大学附図池田家 池田家 ○ ＊ 1
152 御遺訓 岡山大学附図池田家 池田家 ○ ＊ 3
153 御遺訓補遺 岡山大学附図池田家 池田家 ○ ＊ 1
154 東照宮御遺訓同附録 岡山大学附図池田家 池田家 ＊ 5
155 御遺訓附録 岡山大学附図池田家 池田家 ＊ 1
156 松永道斎聞轡 津山郷土館愛山文庫 昌谷精渓 O ＊ 1
157 東照宮御遺訓 津山郷土館愛山文庫 ○ ＊ 2
158 東照宮御遺訓 広島大学附属図書館 ○ 2
159 東照宮御遺訓 広島大学文学部 山本氏 ＊ 1
160 東照宮御遺訓 広島大学文学部 近山 ＊ 1
161 東照宮御遺誠 山口大学附属図棲息 徳山藩旧蔵 ○ ＊ 3
162 東照宮御遺誠 山口大学附属図棲息 徳山藩旧蔵 ＊ 2
163 東照宮御遺訓 高知県立図書館 高知山内家 ＊ 4
164 東照宮御遺訓 高知県立図書館 高知山内家 ＊ 3
165 東照宮御遺訓附録 高知県立図晋館 ＊ i
166 東照宮御遺訓附録 高知県立図曾館 高知山内家 ＊ 且

167 東照宮御遺劃II附録 高知県立図書館 高知山内家 ＊ 2
168 東照宮御遺訓 高知県立図書館 高知山内家 ＊ 1
169 東照宮御遺訓 高知県立図晋館 高知山内家 ＊ 1
170 神祖御遺訓 柳川文書館伝習館安東 伝習館郷士文庫 ○ ＊ 1
171 御遺割II 柳川文書館伝習館安東 柳川藩 ○ ＊ 1
172 東照宮御遺訓 久留米市民図書館松岡 有馬藩士松岡伝十郎蔵 ○ ＊ 1
173 御遺誠 久留米市民図書館松田 松田iE定蔵書 ○ ＊ 1
174 東照宮御遺訓 秋月郷土館 ○ 2
175 松永道斎記 秋月郷土館 ○ 2
176 松永道斎記聞 秋月郷土館 ○ 3
177 松永道斎聞書 太宰府天満宮 近藤文庫 ○ ＊ 1
178 東昭宮御遺訓 九州大学中央図書館 近藤勇三郎 O ＊ 3
179 東照権現宮御遺禁之写 素行文庫 ○ 1
180 東照権現宮御遺禁之写 素行文庫 ○ 1
181 東照宮御遺訓 素行文庫 ○ 2
182 東照宮御遺訓 島原市立図書館 島原松平家 ○ ＊ 6
183 東照宮御遺訓 島原市立図書館 島原松平家 ○ ＊ 3
184 東照宮御遺訓 祐徳文庫 中川文庫 ○ ＊ 3
185 東照宮御遺訓 祐徳文庫 中川文庫 ○ ＊ 1
186 東照宮御遺訓 佐賀大学小城鍋島 ○ 2
187 東照宮御遺訓 延岡内藤家 ○ 3
188 神君御遺訓（東照宮） 延岡内藤家 ○ 2
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